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Ｉ地区名

三宅島地区（東京都三宅村）

Ⅱ対象生物

フクコトプシ（ＳｕｌｃｕｌｕｓｄｉｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒｄｉｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒＲｅｅｖｅＶａｒ）

、

Ⅲ調査期間

昭和５９年４月力ら昭和６０年３月まで

Ⅳ実施機関及び担当者名

東京都水産試験場大島分場（生物および環境調査ならびに取りまとめ）
、１◎２

三村哲夫・斉藤実・堤清樹・斉藤鉄也・河西一彦・武藤光盛．米山純夫・有馬孝矛ｐ

斉藤盛致・床枝真吉・岡村陽一・田中七郎

東京都水産試験場八丈分場（共同調査）

東京都水産試験場技術管理部（調整）

川名俊雄

東京都労働経済局農林水産部水産課（企画・総括ならびに地区漁業の概要）
◎３

．松尾英治・吉浦禾ﾛ彦・井沢良雄・鈴木幹也

株式会社パスコ（委託）

（調査協力）

三宅島漁業協同組合

Ｖ事業の目的

フクトコプシは、三宅島の磯根資源として重要な位置を占めており、漁業資源の中でも、資

源管理を十分に行なえば、最も安定した収益が確保されるものである。近年、需要が伸び、価

格の上昇にともない、漁家の重要な収入源となってきたか、昭和５８年度の噴火による溶岩流

で多くの好漁場が失われた。

そこで、フクトコプシの発生及び生育に適した漁場環境を土木工法により大規模に造成し、

フクトコプシの増殖を図り、適切なる漁場管理のもとに漁獲して、漁家経営の安定を図る゜

９

￣

｡とりまとめて責任者、１．生物調査、２．環境調査．３．地区漁業の概況
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Ⅵ地区漁業の概況

Ａ経営体の動向

１．経営体

当地区の漁業経営体数は、昭和５７年か２２２体であり、５３年の２７４体に比べ５２

体（２０妬）の減少となった。これは、動力船使用階層か増加したものの、天草採藻を主

とする漁船非使用階層が大巾に減少したためである。

経営体階層別にみると、総経営体の５３筋を占めていた漁船非使用階層は１０１体とな

り、５３年に比べ４５体の減少とたった。（表１）

このため、全体に占める割合は４５妬となった。この漁船非使用階層は天草採藻を主と

する経営がほとんどであるが、その年の漁況・海況または価格の動向に左右さえやすい不

安定な階層であり、出漁日数不足により３０日未満となったほか、転廃業または－部漁船

使用階層へ移行したのが減少の要因である。

一方．動力船使用階層は１２０体となり、５３年に比べ６体減少した。これは、船外機

付船を主とする１トン未満階層か１６体減少したことに起因している｡しかし、５～２０

トン階層は５２年の７体から１６体と倍増している。

これら階層の増加理由は．漁港の整備及び燃油価格・生産資材価格等の上昇により．経

営規模を拡大し漁業所得の増大を図るなど．下位階層から上位階層へ移行したことによる。

２従事者

また、昭和５７年度の漁業従事者数は、総数が４０６人となっており、昭和５３年の

５１０人に比較して１０４人の減となっている。

階層別の内訳についてみると、０～３トン階層１２８人、３～５トン階層８３人５～１０

トン階層２４人、１０トン以上階層７０人、漁船非使用階層１０１人となっている。

表１経営体概況（昭和５７年）

巴

個人経営 共同二
法人(漁協等）
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Ｂ漁船漁業の動向

１．漁船保有状況

昭和５７年度の地区内漁船数は１８２隻５４３．１２トンで、昭和５３年に比較してみると、

１２隻１３６，３トンの増と、隻数の増加とともに大型化が著しく進み．階層別にみると１０

トン以上階層の増加が著しい。

漁船の漁業種別保有状況は、０～３トン階層は採貝藻（いせえび刺網にも使用）漁業が

５５９６６９隻、底釣漁業２０冊２５隻、曳縄漁業２３筋２９隻となっている。３～５トン

階層は３９隻で８４筋が釣漁業となっている。５～１０トン階層は７隻で、底釣、曳縄の

釣漁業か４３妬３隻、流しまき網、棒受網等の網漁業で４３９６３隻となっている。１０ト

ン以上階層は１１隻で、定置網漁業に従事している１隻を除き、全て網漁業に従事してい

る。

２．漁業別操業概況

１）操業概況

主な漁業種類別の操業形態は次のとおりである。（表２）

（１）流しまき網漁業（とびうお、６月～１０月）

５～１０トン、１０トン以上階層の漁船７隻か本島周辺に形成される漁場で操業し、

昭和５７年の総漁獲高は８２，９７２トン．３９，１６３千円で．１隻当りの平均漁獲高は、

１１，８５３K９５，５９５千円となっている。さた、１隻当りの平均出漁日数は２９日である。

（２）棒受網漁業（むろあじ８月～１２月）

本漁業は伊豆諸島の特産品である噸くさや”の原料となる｡｡むろあじ”を対象とす

る漁業で、５～１０トン、１０トン以上階層の漁船７隻か本島周辺に形成される漁場

で操業し、昭和５７年の総漁獲高は１０５，８９０Ｋ,、１３，３４３千円で１隻当りの平均漁

獲高は１５，１２７K９，１，９０６千円となっており、１隻当りの平均出漁日数は３３日であ

夕

Ｕ

る。

(3)流刺網漁業（とびうお、３月～５月）

３～５．５～１０，１０トン以上階層の漁船１０隻が本島及び入丈島周辺に形成さ

れる漁場で操業し、昭和５７年の総漁獲高は２９４，３１４K９．１３８，９１６千円で、１隻

当りの平均漁獲高は２９，４３１Ｋ９．１３，８９１千円となっており、１隻当りの平均出漁日

数は３３日である。

(4)曳縄漁業（かつお．まぐろ１月～１２月）

本漁業は１０トン以上を除く各階層の漁船１０７隻が本島周辺に形成される漁場で

～

－３－



操業し、昭和５７年の総漁獲高は７７，８６３K９，７８，０６７千円で．１隻当りの平均漁獲

高は７２７K９，７３０千円となっており、１隻当りの平均出漁日遂は３７日である。

(5)底魚一本釣漁業（はまだい、あおだい、めだい、１月～１２月）

本漁業は底もののたい類を対象とした一本釣で、１０トン以上階層を除く全ての階

層漁船７３隻か本島はもちろん黒瀬、新黒瀬などで操業し、昭和５７年の総漁獲高は

36,01K９，６０，１６９千円で１隻当りの平均漁獲高は４９３K９，８２４千円となってお

り、１隻等Dの平均出漁日数は２５日である。

(6)採貝漁業（とこぶし．６月～８月）

本漁業の対象魚種であるとこぶしは天草・いせえびとともに重要な磯根資源であり、

０～３トン階層の漁船６９隻と３～５ヘン階層１隻の計７０隻が操業し、昭和５７年

の総漁獲高は２６．４５６K9.48,652千円で１隻当りの平均漁獲高３７８K９．６９５千

円となっており、１隻当りの平均出漁日数は９日である。

■

□〆
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Ｃ漁業生産の動向

１．漁獲量、生産額

昭和５７年度の漁業生産高は、量で１，４２４トン、金額で６４７，８３４千円となっており、

階層別にみるとＯ～３トン階層は量で６８トン、金額で７３，４８１千円、３～５トン階層は

量で１５４トン．金額で１２５，８５７千円、５～１０トン階層では量で９トン、金額で

１０，３５４千円、１０トン以上階層では量で５０８トン、金額で２２６．２８４千円、漁船非使

用階層では量で６２５トン、金額で１５５，６８５千円となっている。

２．漁業種類別漁獲高

１）流し左き網漁業

本漁業の昭和５７年の漁獲量は８３トンで、昭和５３年の８９トンに比較して７冊減

と大きな変化はない。しかし、昭和５６年までは年々、増加傾向を示しており、昭和５７

年は対前年比７３筋となっている。

これは．盛漁期における海況の悪化により出漁日数が減少したことが原因と考えられ

る。

２）棒受網漁業

本漁業の昭和５７年の漁獲量は、１０６トンで、昭和５３年の８８トンに比較して、

２０冊の増となっている。この漁獲量は年により増減があり、これは本漁業対象魚種で

あるむろあじか海況に左右されやすい魚種であることが原因と考えられる。

３）流刺網漁業

本漁業の昭和５７年の漁獲量は２９４トンで、昭和５３年の１２８トンに比較して３０

冊の増となっている。この漁獲量は年々増大しており特に昭和５７年の伸びは著しく４１

筋となっている。

４）曳縄漁業

本漁業の昭和５７年の漁獲量は７８トンで、昭和５３年の１１１トンに比較して３０

冊の減少となっている。

これは、本漁業の対象魚種か回遊魚のため潮流の変化等による漁況の悪化によるもの

で、操業形態の変化によるものではない。

５）採貝漁業

本漁業の昭和５７年の漁獲量は２６トンで、昭和５３年の２３トンに比較して、１３

妬の増となっているが．過去５年間を通じてみると昭和５５年から２６トン前後と安定

している。これは、本漁業の対象魚種が本地区の重要根付資源であるトコプシであり、

己
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乱獲防止のため、禁漁区・禁漁期間等を定め、資源の管理を行っているためと考えられる。

6）採藻漁業

本漁業の昭和５７年の漁獲量は７１８トンで、昭和５３年の９５３トンに比較して２５

妬の減少とたっている。この漁獲量は、昭和５４年を除き年々減少傾向にあるが、これは、

本漁業が重労働であることと、就業者の老齢化及び後継者の不足が原因となっている。

・cｃ

－７－



Ⅶ調査

Ａ環境調査

Ｌ位置と地形

三宅島は大島．利島・新島･神津島・三宅島．御蔵島・入丈島と南北に連なる７つの

島を総称して呼ぶ噸伊豆七島”のほぼ中央にあり、東京からの距離は約１８０Kmで、北緯

３４度０５分、東経１３９度３１分に位置している（図１）。
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海底火山から成り立ったほぼ円形の島は、富士火山帯に属する玄武岩質の二重式火山で、

北東から南西にやや長くおよそ１０Km、北西から南東へは約８Km、周囲約３５Kmと、伊豆

七島では大島・八丈島に次いで大きな島である。

島の中央には雄山（８１４ｍ）がそびえ、たびたび噴火を繰り返して、雄山の山腹や海岸

には大小の寄生火口や側火口があって、これらの火口から噴出された溶岩はしばしば海岸

まで流出し、太平洋の激しい波に洗われて海蝕崖を形成している。またこの火山地形のた

め､平地は極めて少な氏）

島の海岸線はほとんど海蝕崖や岩石海岸となっているが、所々に小さな砂浜があり、北

側の大久保浜や東側の三池浜が島の代表的な砂浜海岸となっている。
あかぱつきよう

島の北東側の「ひょうたん山」や「赤場暁」周辺は昭禾ﾛ１５年．３７年の噴火により、

また島の南側の「新鼻」～「タソネ海岸」周辺は昭和５８年の噴火により、それぞれ海岸

線の様相が大きく変貌した。

調査対象区域は三宅島の北東側に当る「砲台」から「クラマ根」にいたる４．５１６，の区間

で、水深２０ｍ以浅の沿岸域であるが、「ひょうたん山」・「サタドー岬」・「三池浜」

等を含む地形的変化に富んだ海域である（図２）。

三宅島の周囲は急深で、２０ｍ等深線は距岸０．５マイル以内にある。三宅島の北側には、

２００机以浅の

浅瀬が広がり、

島の西方５マイ

ルには「大野原

島(三本岳)」が

ある。東～南側

はさらに急深と

なり、御蔵島の

南側では1,000

ｍ以深に達し、

伊豆海嶺のｗ切

れ目，，となって

いる（図２）。
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2．海底地形・底質

事業予定海域の水深１５ｍ以浅における海底地形・底質を把握するため、カラー空中写

真測量による水深図化、カラー空中写真判読による底質分布図化を行った。

当調査は株式会社パスコに委託したものである。

１）海底地形（図８．９．１０）

三宅湾は水深１５ｍが離岸約５００ｍまで達し傾斜の緩やかな地形である。サダト

ー岬附近に地形変化の峡谷があたり、大きな岩体もあるので海底火山噴出による地形と

思われる。

サダトー岬より北側で、赤場焼地先の海底は水深１５ｍか離岸２００～３００であり

凹凸に富んだ地形である。海岸汀線は２．３ｍの崖で浸食によって変化著しい地形であ

る。水深５ｍ程度までは割合緩やかであるのは熔岩流が海中まで流れ込んだだめで．水

深５ｍ以深は急､傾斜の地形となっていて、所々に大きな岩体が凸起している。

赤場焼北端からアノウ埼地先沖の海底は水深１５ｍか離岸約２００ｍである。海岸は

水深５ｍまでは非常に緩やかで一部小岬の周辺に堆砂が発達している。

アノウ埼からミノワ地先沖の海底は水深１５ｍが離岩３００～４００ｍである。海岸

は落石か多くあるが、水深５ｍまでは急傾斜で、水深５ｍ以深は緩やかな傾斜となって

いる。

2）底質（図６．７）

ミノワからアノウ埼にかけては壁崖となっていて、直下の水深１～２ｍまでは崩れた

礫か堆積している。水深５ｍ以深の緩傾斜地には砂の堆積が発達している。Ｓｔ、１（距

岸２５８ｍ、水深１６ｍ）は、岩盤・転石で岩盤の起伏か大である。

アノウ埼から赤場焼北端にかけての海岸は砂・礫および顕現岩礁であったり

して変化に富んでいる。水深５ｍまでの所々に砂堆があり．その周辺は転石か

点在している。Ｓｔ、２（距岸１５０ｍ、水深１４５ｍ）は、岩盤の刻みか大きく、落

込み部に転石かある。

Ｓｔ，３（距岸１７５ｍ、水深１５ｍ）は浅海部で砂・転石・根石、深海部で岩盤起伏

があり小石帯か所々にある。

ひょうたん山の岬付近には崖から崩れた礫が多くあり、深場に起伏の激しい岩がある。

Ｓｔ、４は砂が主体で根石および転石がある。

赤場焼地先は、水深１～２ｍまで顕現岩礁で．その上に転石が多数ある。水深１０ｍ

前後までは転石かほとんどであるが、これは熔岩流が海中に流れ込む際に急激に冷され

、

￣
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たため割れて生じたものである。一部の小きた割目に砂の堆積している場所もある。こ

れらは一つ一つでは図示できないが総描して砂地として図示した。

Ｓｔ、５（距岸２７０ｍ、水深１４．５ｍ）は、浅海部で砂利・小石が顕著であり、深海

部では砂（砂層厚２０C772以下）でその下が砂利である。

Ｓｔ，６（距岸１５０，．水深１５０ｍ）は、全体か岩盤でありその上に小石帯かある｡

サタドー岬から三池湾北側にかけては、浅海域に巾広い顕現岩礁があり、その他は転

石が分布している。サタドー岬付近は岩体で凹凸か激しく凹部に砂か堆積している場所

もある。サタドー岬の北側の浅瀬には砂の堆積している所か多い。

Ｓｔ､７（距岸２８０ｍ、水深１５ｍ）は、浅海部の５ｍまでは小石帯で、深海部では

岩盤である。

Ｓｔ、８（距岸４００，．水深２０ｍ）は．浅海部で転石・根石、深海部で岩盤・転石

がある。生物分布はテンクサか、三池湾は汀線から水深２ｍまでは砂帯であるか、それ

より以深は礫または転石．根岩か分布している。水深１５ｍは岩盤が主体となり、凹地

や岩盤の割目に砂か堆積している所かある。Ｓｔ､９（距岸４００ｍ、水深１２．５ｍ）は、

転石、根石である。

Ｓｔ､1０（距岸３４０ｍ、水深１５ｍ)は、浅海部で転石､根石、深海部で舩根石かある。

本調査海域は地形・地質的に大きく３地区に区分できる。三池湾、サタドー岬北部の

赤場焼．アノウ埼からミノワまでの３地区である。それぞれの地形境界には岬かあり、

海底は凹凸の激しい地形となっている。

三池湾は俎板に傾斜をつけた状態．赤場焼沖は正月の飾りもちの端のようで割目か出

来たり一部欠落かあったりしている状態、アノウ埼からミノヮ沖はおわん型で縁は急峻

で、だんだん緩やかになっている状態である。これらは、火山活動の熔岩が流出した時

代か違うため浸食過程で変化か生じたのであろう。

火成岩の中でも玄武岩質のものは割合藻かつきやすいので．赤場焼沖は、地形時代

（５０～１００年単位）からみると不安定であるか活用可能地である。
■
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3．気象

三宅島には島の北端に三宅島測候所（北緯３４度０７．２分、東経１３９度３１．４分、標

高３６ｍ）かあり、気象観測業務をおこたっている。ここではこの測候所の観測資料等を

もとに、気象の概要をまとめた。

１）気温・降水量

伊豆諸島の気象の特徴として、いわゆる海洋性気候で、温暖多雨であるとともに、わ
り

が国屈指の強風地域であること等か知られている。
２）

表３に昭和５８年の三宅島測候所気象年報を示した。これによると、年平均気温は

１７．４℃、同最高気温は１９．７℃・同最低気温は１４．８℃となっており、それぞれ東京

（東京管区気象台）と比べると、年平均気温は１．７℃高く、同最低気温は２．５℃も高い

が、同最高気温には大きな差は見られていない。

月平均気温か１０℃以下となったのは２月だけで、２５℃以上になったのは８月だけ

である。東京に比べ冬は３～４℃も高いのに対し、夏はむしろ三宅島の方か低くなって

いる（図１１）。このように三宅島が温暖で、気温の季節較差か比較的少ないことかう

かがわれ、「冬は暖〈、夏は涼しい」ことを裏付けている。

また、三宅島の場合、海洋性気候の一般的な特徴に加えて．付近の海域か噸黒潮，，の
３）

影響下にあるため海水温か高く、「冬は特に暖かい」という特性を持っている。

閃

･Ｃ
￣三宅几3０

ｎＷｎ

５００

４００

３００

２００

１００

局
京

～

2０

1０

●－－ヶ

２３４５６７８９１０１１１２２３４５６７８９１０１１１２

図１２月別降水量

（昭和５８年）

図１１月平均気温の変化

（昭和５８年）

－１９－



表３三宅島測候所気象年報

昭和５８年

年

１３．３

１７．４

１９７

３０．７

９月１日

1４８

1.0

3月８日

７５

３０

３月８日

7.0

要素一二
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月平均湿度は４～９月までほぼ8Ｍを超えており、夏は蒸し暑さを感じることが多い。

伊豆諸島では雨天・雨量ともに多く、三宅島の平均年降水量は約３，０００加加で．八丈島

と同程度、東京のそれの約２倍にも相当する。

昭和５８年の三宅島の年降水量は３，５７５１mmに達し、平年比１１９筋であった。月別に

見ると（図１２）、１２月や１～２月は本州太平洋岸と同様に季節風が強く晴天が続く

ため、雨量は比較的少ないか、３月には低気圧や前線の通過にともない、雨量も増加す

る。梅雨前線の活発にたる６月には．時として大雨になり、また前線が付近に停滞しや

すく、長雨が続いたりする。秋には台風の接近による大雨や、秋霧期の前線か停滞する

こと等により、まとまって雨の降ることも多い。昭和５８年の１１月は、南方海上を台

風か北東へ進んだのにともない大気か不安定となり、大雨をもたらした。

このように雨天．雨量の多い要因として、１）台風の通過、２）地理的条件から前線

ができやすく、停滞しやすい．３）暖流`､黒潮，,の影響により、大気の成層が不安定と

なりやすい等をあげることができる。

2）風向・風速

島は一般に風が強いが．伊豆諸島付近は地勢効果と海流効果との両方か互いに強め合
３）

うため．島の中でも風の強い方だと言われている。

三宅島の強風日数（最大風速10m/８以上）は１８９日と１年の半分を占め、冬の季節風

をまともは受ける１～２月は、月平均風速が５．９～６４m／Ｓと強い上に、強風か持続す

１）
るため、島の自然環境ばかりでなく、社会環境にまでさまざまな影響を及ぼしている。

昭和５８年の東京の年平均風速が３．５ｍ/§であるのに対し、三宅島のそれは５．０，１/Ｓ

となっており、年間を通じ強い風か吹くことを物語っている。

図１３に月別風向頻度を示した。１～３月および１２月は季節風による西寄りの風が

卓越し、５～８月には太平洋上の高気圧から吹き出す南西の風か卓越する。９～１１月
４）

は北高型の気圧配置が多くたり、北東寄りの風が卓越している。１０月は八丈島．大島
３）

でも北東系の風が卓越する。１１月にたると季節風の吹き出しが見られ、西寄りの風の

出現頻度が増加する。

年間を通じての卓越風向は南西～西である。

一方、表４に示すように、最大風速をともなう風向は三宅島では北～北東の場合が多

く、必ずしも卓越風向とは一致していない。強風をもたらす気象現象は、季節風による

もの・低気圧の通過・活発な前線活動・台風の接近によるもの等であるが、季節風を除

き、地理的条件から、北北東の強風となって現われることが多いと考えられる。

■

－２１－
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図１３三宅島の月別風向頻度（毎正時）

（昭和５３～57年、５カ年統計・東京都水試昭和５９年）

－２２－



、
、
国
」
一
ｍ
、
⑭
［
□
［
［
□
四
国
ロ
ト
【
□
①
□
［
囚
ロ
ト
［
□
【
［
ロ
ト
【
ロ
ト
［
□
の
【

如
く
牌
崖
芦
、
芦
、
崖
、
二
ｍ
二
ｍ
凄
の
二
ｍ
二
国
ｚ
回
雲
の

『
・
○
四
［
・
の
［
①
。
［
⑪
の
。
［
Ｎ
○
・
の
声
『
・
の
［
＠
．
ト
【
、
。
＠
［
＠
．
叩
［
①
。
国
囚
①
。
⑭
［
の
。
ト
【

□
ぬ
囚
□
①
□
【
［
□
①
、
□
の
【
□
【
［
、
四
国
□
ｍ
【
□
【
□
つ
め
□
ト
【
□
Ｃ
［

昌
彦
己
冨
自
室
ｚ
回
ｚ
ｚ
回
ｚ
ｚ
目
ｚ
ｚ
回
ｚ
ｚ
国
ｚ
ｚ
回
〆
Ｚ
回
ｚ
ｚ
国
ｚ
ｚ
冨
巨
［
二

ｍ
・
の
【
『
。
①
［
⑪
。
⑭
［
Ｃ
・
の
［
⑪
。
①
［
の
。
①
［
囚
・
の
【
印
・
ト
［
【
・
ト
［
命
。
①
［
⑰
。
○
ｍ
⑭
。
①
［

ロ
【
［
□
の
［
、
［
【
□
①
因
、
の
【
ロ
の
□
［
囚
ロ
ト
□
囚
囚
、
」
［
ロ
ト
【
目
Ｚ
、
①
囚

ご
戸
、
」
芦
邑
昏
、
」
言
国
匡
国
匡
Ｚ
四
Ｚ
』
戸
、
昌
彦
、
』
言
、
邑
唇
」
吉
の
（
夢
ロ
ト
巨
戸
呈
唇
、
』
声

①
。
⑭
［
ト
．
［
囚
の
．
⑫
［
『
・
ト
［
①
．
⑭
［
［
・
ト
【
①
．
⑭
【
国
．
【
国
【
。
」
［
①
。
［
国
四
・
四
［
囚
．
四
【

到る出噌
帯脈

鮒尖型鋼

国
［

［
【

Ｃ
【

凸Ｕ脈（日
直（Ｎ
４ｐｋｌ÷

亀

｡）

ミ
ミ

這
岨００巨
枳
Ｑ
坪
剖
（
ぬ
、
日
）
墹
直
Ｋ
畷
「
｜
醇
正
Ｑ
針
め
ゆ
晨
盟
寸
隅

[～

|医難
(･

連温

LrD =

司叫 量

6℃ 三

唄
鋼

出
脈
型Cｕ

司る出廻
剖収

凶／尖型唱
△ 戸

尾

岨
Ｋ

岨
仲
川

岨
悩
く 帥

墹
直
Ｋ
畷

巨
枳
ｅ
坪

□
型
０
坪

進

銀
当

出
任

弧
」

－２３－



対象海域は三宅島の北東側に位置しており、この強風と、それにともなう波浪には十

分注意する必要がある。

島に当った風は島の地勢効果により局地的な変化を示すことがあり、特に島の沿岸域

では狭い範囲での地域特性が見られる場合か多い。また、同一方向からの長期間持続す

るような風は、沿岸湧昇等の海洋環境に変化をもたらす現象と深く関連しており、環境

を把握する上でも当海域の風の様子を知ることが、貴重なポイントとたろう。

海象

’水温・塩分

(1)三宅島周辺海域の海洋特性

漁況海況予報事業の一環として、毎月おこなって

いる沿岸定線調査結果から、平均海況図を示した

（図１５．１６）。

三宅島付近の平均的な海面水温の季節変化を見る

4．

1）

と、２月に１６～１７℃台の最低水温となり、４月

に１８℃台、５～６月に昇温か顕著で、８月に最高

水温の２７℃まで昇温している。９月は高温が続く

が、１０月１１月と徐々に降温し、１２月には２０

℃台となっている。

海面の平均塩分量は３４．１０脇（８月）～３４．８０％０

（１月）の範囲で、冬に高い値を示し．夏にはかた

り低下している。特に７～９月は34.10～３４２０％０

台の低い値で経過している。

さらに下層の水温や塩分の平均的な分布特性と、

それぞれの変動巾（平均値に対する標準偏差）の特

性とを併せて、この海域の特性を検討すると、三宅

島付近の海域は沖合黒潮域と沿岸混合域との境界域
５）

とたっていると考えられる。従って、黒潮の影響を

受けることが多いと同時に、黒潮流軸の変動図1７
６）

表５）によって、水温・塩分等海況が大きく変化

する海域であると言える。

少

lﾑ0●139●

Ｐ

図１４漁況海況予報事業沿

岸定線調査側点図
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■

図１５月別平均海面水温（Ｔ℃：沿岸定線調査、昭和３９～５８年）

－２５－

１月

０

185

〔:：

'

〆１．､
●

－１̄

２月

●

．.￣・・、

ﾍｰﾝ.（
３月

●夕

￣
￣

o､

８
－

｡.】

〔．
■■ ン

４月

。’
●

＝
●

１９

..－;～

へ･･孑.ｈ
５月

●

<:：

●●

’

〆 ｡。、

－．０，‘

６月

●

ヂグ

筐民
2３

、 が～●

８月

●
、－

●

“茅１ ８月

＝

￣●●～
●●

Ｌ､.－'１
１ ９月

「。．｡＝
●●～｡

１０月

●●

、

〆

５

沼

￣●●￣
●

閂_＿
「

●｡

１１月

＝

夕

2３５

￣
少

＜

夕

＝

￣●●～
●

－．０勺



万

図１６月別平均海面塩分（百%0：沿岸定線調査．昭和３９～５８年）
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表５黒潮流軸蛇行と冷水塊の型の分類

型出現場所と規模持続期間特徴

伊豆諸島西側の
大型冷水塊、南
限は３２．Ｎ以南
(30～31.5.Ｎ）

数年長期持続性Ａ
35.

伊豆諸島西側に
だけある中型冷
水塊、南限は
３２．Ｎ以北

33．
Ｂ

数カ月Ｊ■Ｊ

Ｌ）
■■■￣■■■■３１０ 伊豆諸島東西両

側にまたがり、

八丈島を包入す
る中型冷水塊

Ａ型やＢ型

の衰退期に
出現

数カ月
Ｃ136.Ｅ138°１ﾑ0゜１４２。

図１７黒潮流軸蛇行の

型の分類 伊豆諸島東側に
だけある小型冷
水塊

数カ月，

伊豆諸島西側に
だけある小型冷
水塊、南限は
Ｍ・Ｎ以北

数カ月Ｎ

(2)定地水温

三宅島漁業協同組合で長年にわたり、阿古（錆ケ浜

桟橋）と坪田（漁港）で毎日観測している定地水温の

日々の平均値と偏差を図１９．２０に示した。

年間の平均的な水温変化を追うと、２月に最低水温

期となり、３月から昇温して、８月後半に最高水温期

をむかえ、９月以降次第に降温する。

降温期の１１月は他の月に比べ水温の変動巾か小さ

い。

阿古では昇温期にあたる春に、複雑な水温経過が現

れている。

図１８定地水温観測点
￣

阿古での観測年数は坪田のそれより短かく、単純に平均値を比較することはできな

いが．阿古の水温レベルは坪田のレベルよりいくぶん高い傾向を示し．両者の水温変

動範囲は、阿古でほぼ１５℃～２９℃であるのに対し、坪田ではほぼ１４℃～２８℃

とたっている。
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絲升TElvlPERATUREANDSIGlvlA絲升1974-1982
3０3０

2５2５

2０2０

1５1５

101０

１２３４５ B7

1vlONTH

８９１０１１１２

図１９定地水温の平均値と偏差

（阿古、1974～１９８２）

絲升TEIvlPERATUREANDSIGlvlAxH升１９５６－１９８２

3０3０

2５2５

2０2０

1５ 1５

Ｐ

1０1０

1２３４５６７

MONTH

８９１０1112

図２０定地水温の平均値と偏差

（坪田、１９５６～１９８２）
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(3)対象海域の海洋特性
●●●

島に強い流れがあたっている場合、流れの島カゲに渦流域か発生することが知られ

ている。本調査の対象海域は三宅島の北東側で．この渦流域の発生しやすい場所と考

えられ、そうした環境かこの海域の生物生産に大きく関連している可能性が高い。

そこで、三宅島北東側沿岸域の海洋環境を知り、渦や湧昇域等の微細構造を把握す

るため、海洋観測を実施した。

①調査船漁業調査指導船､､やしお”（28.58トン）

②調査員斉藤盛致、床枝真吉

③調査期日昭和５９年６月１２～１３日

④調査項目水温、塩分、透明度、水色．流向・流

速、潮目、その他

⑤調査海域三宅島の北～東側沿岸域１６側点

1０．

05'

34CＯＯ

35'３０’25'139゜20Ｅ

図２１海洋観測側点図
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調査時の伊豆諸島付近の海況は、遠州灘沖の冷

水塊を大きく迂回した黒潮が八丈島の南方から伊

豆諸島の東側を北上しており、弱い分枝流が伊豆

諸島の西側から石廊崎付近に見られた基)(図22）
黒潮の主流が三宅島付近に直接ぶつかるような状

況ではなかった。

さた．調査指導船、みやこ”（１２７．３２トン）か６

月４～６日におこたった沿岸定線調査（図２３）で

も．黒潮系水の波及は三宅島の東沖に見られたも

のの．他の海域では深層の水温か低く、遠州灘沖
８）

冷水塊の影響を受けたさまであった。

観測結果を図２４（水温・塩分水平分布図）に
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図２２６月の黒潮流路

（水路部晦洋速報」）

示した。

海面水温は２１．４～２２９℃の範囲で．ほぼ全域に

わたり２１℃台を示し、局地的に２２℃台となっていた。

海面塩分は北側沖合で３４７％０台以上と高目で

あったか、南側と沿岸寄りでは３４．６％０台とわず

かに低目であった。

３０加深では沖側は水温２１℃台、塩分３４７%０

前後であるか、南側に水温２１．３℃台．塩分３４６９

%･のほぼ等質を水域が見られた。沿岸域には周囲よ

り低温で高塩分を．水温２０℃以下、塩分34.72%０

以上の水域か区別できた。

５０加深では水温２０℃以下、塩分34.73%０以上

の水域か．３０ｍ深の低温、高塩分を水域と対応す

るように、沿岸域に広がっていた。この水域の南側

には、水温２０℃以上で、塩分３４．７０%０以下の水域

か沿岸域にも見られていた。

沿岸域の観測点（Ｓｔ､３．６．９．１０．１３．１６）の

水温・塩分について、鉛直断面を図２５に示した。

これにより沿岸域の鉛直構造を見ると．Ｓｔ・１０付

35.
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図２３沿岸定線調査結果

（昭和５９年６月４～６

日、みやこ）
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図２４水温・塩分水平分布図（昭和５９年６月１２～１３日、やしわ）

－３１－



近の表層（Ｏ～２０ｍ）に水温が２２℃台、塩分３４６５%０以

下の、周囲より高温・低塩分を小水塊か見られていた。

２０ｍ以深にはＳｔ，９を中心に．周囲より低水温で高塩分

左水域（水温２０℃以下、塩分３４．７４％０以上）か、下層から

盛り上るような形で分布していた。

このような水温・塩分の分布の特徴から、観測海域の特性

をうかがうと．海面にははっきり現れていないか、Ｓto６．９．

１０（アノウ塙~サタドー岬）付近は、下層水か島の海底斜面

に沿って上層にまで現われていたと考えられ、いわゆる沿岸

湧昇域となっていたことがうかがわれた。

一方、Ｓｔ・1０（サタドー岬）より南側の海域は、５０加深

まで比較的高水温で低塩分を傾向を示していることから、沖

合の表層水か沿岸にまで波及していたと考えられた。

、十・コムー7Ｃ

水温・塩分鉛直断面図

(上段:水温に）、下段：

塩分（脇））

図２５

2）波浪

表６三宅島各漁港の激浪

波高Ｈｏ

５．１Ｍ

６．９

６．９

９．５

１０．７

漁港名

大久保漁港

湯の浜漁港

伊ケ谷漁港

坪田漁港

阿古漁港

ＮＥ

ＥＮＥ

Ｗ～ＮＷ

ＳＷ～Ｓ

Ｗ～ＳＷ

(東京都の漁港、１９８４）

●

図２６三宅島の漁港
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三宅島の各漁港(図２６）における激浪方向およびその波高を表6に示し息)漁港の
位置により、波浪の方向はそれぞれ異なるが．激浪の波高Ｈｏはいずれも５ｍ以上とな

っており、島に非常に強い波浪が打ち寄せることがあることを現わしている。

八丈島での調査結果によれば．９，１０月に台風の北上に伴うウネリによって、波高

５ｍ以上の高い波が出現し、次いで１～４月にかけて南海上を発達したから東進する低
１０）

気圧により、４～５ｍの高い波が出現している。

また、大島波浮港中の波高計記録の解析結果でも、波高５ｍ以上に及ぶ高い波は、前

線に伴う低気圧や台風の通過時に出現し、特に台風の接近時には波高８ｍ以上、周期１２

秒以上にたる異常波浪を記録している。さらに神津島前浜沖の波高計記録によると．季
４）

節風等の強い西風によって高い波浪が発生する場合のある事が示されている。

これらの結果は地理的条件等から、三宅島にも共通し、台風や低気圧の通過に伴ない

非常に強い波浪が現われると考えられる。その強さも大島や八丈島の場合と同様に波

高５ｍ以上に達すると予測できる。また距離が近く、気象条件も類似している神津島と

同様に冬の強い季節風によっても、強い波浪が発生する場合があろう。

三宅島の北～北東側に位置する対象海域は、南～西からの波浪を直接受けることはな

いが間接的には島の地形効果により、北西からの波あるいは北東からの彼となって影響

が及ぶ場合があると考えられる。一方、北東からの波浪は直接対象海域に打ち寄せ、そ

の上気象の項で述べたように、最大風速を記録するのは北東風のことが多いから、対象海

域は波浪の影響がかたり強く、時として強烈な波浪を受けることがあると考えられる。

3）流況

（１）三宅島周辺海域の流況

三宅島付近の海域は黒潮の影響を直接受けることが多い（水温・塩分の項参照）。

小林･杉本･平野(l98hI｝は.非蛇行期(1965-1975)の黒潮流路を6種のタイ
プに分類して、各タイプ毎にＧＥＫによる測流値を統計的に整理し、平均表面流況図

を作製した。図２７に示すように、黒潮流路がＣ型のときをのぞき、黒潮は三宅島～

八丈島海域で伊豆海嶺を越えており．三宅島海域の平均流況は１ノット前後の東ある

いは北東への流れとなっている。

漁況海況予報事業の沿岸定線調査結果から、三宅島周辺の３測点を選び、昭和５４

～５８年の測流結果を整理して、流向分布を図２８Ｋ示した。いずれの側点でも北～

東への流れか卓越している。御蔵島海域や三宅島の北西側に接近した測点では北東な

いし北北東への流れの出現割合が多いのに対し、三宅島東沖の測点では、北への流れ

已甘
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図２７黒潮流路別のＧＥＫ観測による平均海面流

（小林・杉本・平野、１９８４）

」

と東北東～東への流れの出現割合が増加して．

北東流の出現割合は比較的少なくなっている。

また三宅島に最も近いＳｔＴ３での流向別

平均流速と最大流速を図２９に示した。出現

頻度の非常に低い南流や西南西への流れは、

平均流速０．５ノット以下と非常に弱いか．他

の方向での平均流速はおおむね１ノットを超

えている。出現頻度の高い北東～東への流れ

の平均流速は．１．０～１．５ノットと強い流れ

か見られており、この方向の最大流速は２ノ

ット以上に達している。

このように､三宅島周辺海域への流動には

黒潮の影響が強く現われ、ほぼ西から東への

流れとなっているが、黒潮流路の変動や、黒

潮の強い流れか伊豆海嶺上の島や浅瀬にぶつ

かって起る擾乱によって、さまざまに変化す

ることがうかがわれる。

図２８三宅島周辺海域の流向分布：

出現割合を妬で表示

（沿岸定線調査．ＳｔＴ３､Ｔ１２

Ｔ１５：昭和５４年～５８年）

ＧＥＫおよび漂流法による

－３．４－
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(2)三宅島沿岸域の流況

島の沿岸域では、流れが地形効果

を受け、流速が速まったり流向か複

雑に変化する等の、沖合とは異なっ

た動きを見せる。また潮汐によって

も流動か大きく左右されることも知

られている。

こうした島の沿岸域での流動観測

の一例として、三宅島の伊ケ谷定置

網漁場で、定置網業者が昭和５４年

に実施した測流観測の結果を示した

（図３０）。

流向のばらつきは沖合に比べ非常

に少なく、北～北東の間にほとんど

集中しており、方位１０。～３０｡ヘ

の流れか６０９６以上の出現害11合を占

ひ
賊

２７０． ０．

○

流速

１８０の

ＳｔＴ３での流向別平均流速と

最大流速

（沿岸定線調査.昭和５４～５８

年資料）

図２９

めていた。

流向別平均流速は各方向とも０．５

～１．０ノット前後であるが、出現頻

度の最も高いＮＮＥヘの流れの平均

流速が最も速く、１．５ノット以上に

も達していた。

このような島の沿岸域で一定方向

90.90.270.

可雇／
270口

１８０．

に強い流れが卓越する現象は、神津流向別出現割合

４）
島での観測結果にも現れており、強

図３０三

い流れが島にぶつかる時にみられる分

（
特徴の一つであろう。

(3)対象海域の流況

対象海域内で２通りの流況観測をおこなった。

①三池浜沖での長期間連続観測

昭和５９年６月１１日～７月１日の２１日間、：

180・

流向別平均流速

三宅島伊ケ谷定置網漁場の流向

分布と平均流速

（昭和５４年．定置網業者資料

により作図）

活

三池浜沖の距岸約４００ｍ、 水深

－３５－



１２ｍの地点（図３１）で、磁気記録式

流速計（ＭＴＣ一Ⅱ型）を海面下４ｍに

設置して測流を行った。

流速計の保留方法を図３２に示した。

なお、観測データの読取り、処理、解

析は、株式会社日本海洋生物研究所に委

託した。

観測結果によると、当海域の流れはほ

ぼ南北方向の往復流を示し、測得最大流

速値は北流で０．３５ｍ／s・南流で０．５１

ｍ／ｓであった。

流動分速曲線（図３３）をみると、１

日２回の周期変化がみられている。流れ

の変動周期はおよそ半日であり、潮流の

周期にあたっている。また分速曲線がな

めらかでないように．流れは最強時に近

くたると急激に流速値か増大、減少する

傾向があり．特に南流時にこの傾向か強

く現われている。これは朝汐のようにゆ

るやかに増減するのとは相違をみせてい

置地点

也珂ｙ=洲洩

図３１流速計設置地点

る。

HUilii

流況頻度図を図３４に示した。流向別

出現頻度で５冊以上ｌの出現を示した方位

は、北北西（７．６冊）、北（２０．７％）、

北北東（１３．７冊）および南（９８冊）、

南南西（１４筋）で、ほぼ南北方向に流

向が集中しており、これら５方位の出現

割合は６５．８冊に達していた。

翌】ロー堕遡２塁且匡 海底

図３２流速計設計図

－３６－
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図３３流動分速llh線（昭和５９年６月１１日～７月１日．三宅島三池浜沖）

流向別の平均流速は．流向か北と北北東および南で

１０C77Z/８以上と、出現頻度の高い方位で流速値が大き

くなっているが、全体的に強い流れは観測されなかった。

流速別出現頻度をみると、流速は弱流域ほど出現頻

度割合か高く、強流域にゆくにしたがって出現割合は

減少しており、流速１０cﾌﾙ毛以下で６９．３冊､流速２０

，２/６以下の流れの出現割合が９３．３妬に達している。こ

れを前述した神津島や伊ケ谷定置網漁場での調査結果

と比べると、流速は非常に低い値となっている。

流れの毎時ベクトル図をみると、６月１３日．２９

日の望、朔の前後（大潮期）に流速値が大きくなって

いるのがわかり、さらに２５時間移動平均ベクトル図

（図３５）では．潮汐流がほぼ打ち消された流れの変

ＳＴ．－４.ａ１

１ｇ８４ｎ６ｍｌＢ－６Ｈ２９Ｂ

淀
向
頻
度
図

Ｓ

Ｎ

ｍＱｎ何ﾋﾟピ平
均
流
速
出
現
図

（

５

流
速
別
損
度
図

幻
。
、

鼬化が見られている。
】ロ

ｑ５１Ｄｌ５２ｐ２Ｅ。Ｏ郵幻“５■敏ＥＥ－

図３４流況頻度図
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図３５流れのベクトル図（昭和５９年６月１１日～２９日、三宅島三池浜沖）

流れの方向はほとんど北よりて、Ｏ～６ｍz/bの流速範囲で変動している。この変

動の要因として、周辺海域の海況変化や風向・風力等の気象変化の影響が考えられ、

時にこの時期の風向の変化と良く対応しているようだか、十分な検討か必要である。

次に潮流１５日調和分解の結果を表７に示し、主要４分潮(Ｍ２：日月合成半日

周潮、Ｓ２：主太陽半日周潮．Ｋ]： 表７潮流１５日調和分解成果表

￣

日月合成半日周潮、Ｃｌ：主太陰日

周潮）について潮流楕円を図３６

に示した。

各分潮とも南北方交への往復流

を示し、平均大潮期のホドクラフ

（ＳＰＲＩＮＧ）をみると、高潮時に

北流最強となり、流速値は０．１１４

ｍ/S・低潮時には南流最強とたり、

流速値は０．０７９ｍ／ｓであった。

４７２２３１０１６８４７２２９７０８１３４７２２１

１３３７１３１３１３１

Ｎ1４１２９０４１０314１３０９３０４２２０１４１３２

ＫＩＯ３３７５１３３１１１２０３2４１３３４

０ｔ1８２１４０４２３０１１１９２１４１０１０１３０４１９l４

ＰｔＯ３３３７０２３０２２０４３３１１１２０１２４１０４３３４

７８６４７２９９９９０４２９２７９

Ⅵ１４１５０３３４１１１１４１４１０１０２２８４１４l４

ＭＳｌｌ２３７４３０２２１２２３６１１２０１１４６１１」７

Ｖ１８、／ＳＯ２、/Ｓ１９町／目３５３１８"Ｓ
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平均流況の０時は阿古の商潮時を示す

観測日１９８４年６月１１日～６月２５日

潮流梢円の０時は仮想天体の子午撞上経過時を示す

潮流楕円図HIIKEHRHR-0KI-4.0Ｈ

図３６潮流楕円図

これらのことから、この海域の潮流は高潮時にほぼ北流が最強となり、大潮では

流速か０．，ｍ/b前後の値となっているが、これは調和分解結果から推測したもので、

実際の流れは瞬間的ではあるか、0.5ｍ／Ｓに及ぶことがある。

以上のように三池浜沖の流動は潮流周期と密接に関連する南北方向の往復流を

示し、その流速は他の調査に比べ予測外に小さかった。これは調査期間が黒潮の影

響の弱い海況であったことが大きな要因であろうが、むしろ三池湾が島の沿岸域の

中て噸湾入部”としての地理特性を持っており．他の沿岸域より早い流れが発生し

にくくたっていると考えた方か妥当であろう。

②対象海域全域にわたる観測

対象海域は４．５Kmに及ぶ変化に富んだ海岸線であるため、様々な地形効果が現わ

れ、場所により異なる流況を呈するものと考えられる。そこで対象海域の細かい流

況特性を把握するため、対象海域内の多地点で同時に流れの一昼夜連続観測を実施

した。
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戴幽
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Ｌ】【］

①巴

図３８流速計の係留方法

図３７観測点配置図

図３７に示す１２地点で．アンデラー流速

計（ＲＣＭ－４型ベルゲンモデル）を各測点

の水深の中位層（水深賭）に設置した。係留

方法は図３８に示すとおりで、調査期間は昭

和５９年９月２６日－２７日である。

なお本調査は．東京都労働経済局農林水産

部水産課が計画し、株式会社パスコに委託し
１２）

て実施した。

調査時の黒潮流路および三宅島周辺海域の

海況は図3琴}L示すとＭ黒潮はほぼN型

の流路を示し．三宅島付近を流れており、６

35。

●

＋

30Ｐ

135ｐ MOD

図３９調査時の黒潮流路

(水路部海洋速報）
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月の調査時とは異なり．調査海域も黒潮の影響の強い状況であった。

調査結果

各測点の分速曲線によれ仏調査海域北部の測点（Ｓｔ､１，２，３）では１日１周

期の流速変化が見られたが、これ以外の各測点では１日４周期の流速変化成分が顕

著に現われた。またこの％周期（Ｍ４）か全点にわたって半日周潮（Ｍ２）より大きい

傾向が見られた。

Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４各潮の成分比を測点ごとに比べると、調査海域内で測点間に顕著

な変化が見られ、周期成分の出現にも地形効果か大きく関与していることを示して

Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４

な変化が見られ、

いた。

図４０～図４５に全測点における流況頻度図を示した。

－４１－



S上．）１０．２

１９８４年９月２６Ｓ～９閂２７曰
S上．No.1

1984隼９閂２６ｓ～９閂２７曰

卜１
．０兎

AＯ

流
向
頻
度
図

ＮＦ ＷＮ

Ｅ Ⅳ

ＷＳＳＥ

Ｓ

Ｎ Ｍ

アア、ﾉｺﾞＥＣ

平
均
流
速
出
現
図

ＮＥ ＷＮ

Ｅ VＶ

SＥ ＷＳ

Ｓ

三
わ
ぃ9６

４０

流
速
別
頻
度
図

3０3０

2０2０

1０１０

Ｏ１０２０３０４０５０６０７０８０９０１ｍｌｌＯｌ２０130140ｍ/SOCＯ１０２０３０４０５０６０７Ｄ８０９０１００１１０１２０１３０ＭＯｍｌ/seｃ

図４０流況頻度図（Ｓｔ､１，ｓし２）

－４２－



S上．Ｎｏ．3

1984隼９閂２６Ｂ～ｇＥ３２７Ｂ

Ｓｔ・ｉｈ４

１９８４ａ三９月２６曰～９閂２７白

１Ｖ １Ｖ

．Ｏ兜

流
向
頻
度
図

Ｓ
Ｎ

Ｓ

Ｈ

アア71/BＥＣ

平
均
流
速
出
現
図

NＥ ＮＥ

Ｅ Ｅ

ＳＥ
ＳＥ

Ｓ
５

5８３「
ヨ

9６

４０
9６

４０

流
速
別
頻
度
図

３０
３０

２０ 2０

弓

Lll
10 10

010却卸４０５０６０７Ｕ８０９０１００１１０１ａ〕l:jO140cwm枠Ｏ１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００１１０１２０１３O140cllz/…

図４１流況頻度図（Ｓｔ､３．sし４）

－４３－



，（．）Ｉｉｌ５

Ｉ９Ｍ殖９口２６ｓ～９日２７曰
S（・Ｎｏ．６

１９Ｍ犀ｇｐ２６ｐ～oｐ２７Ｂ

Ⅱ P１

．０姥

流
向
頻
度
図

ＷＰ １０官 ＷＰＯ

、
Ｗ 匠 Ｗ

ＷＳ
ＷＳＳＥ

３
Ｎ

＄

Ｈ

アヲコ、'9句Ｃ

平
均
流
速
出
現
図

IOE ＷＯ PIE

Ｅ 明｢
Ｅ

SＥ ＷＳ
ＳＥ

３

７７９

砿
征
如

訶
粉
蛆流
速
別
頻
度
図

3０
3０

2０
2０

１０
1０

□－－ヒーー

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００１１０１２０１３0140cm/ＳｃｃＯｌＯ２０３０４０５０６０７０８０９０１００１１０１m130140c1m/S(正

図４２流況頻度図（Ｓｔ､５，sし６）

－４４－



Ｓｔ・ｈ７

Ｉ９Ｒ４医，閂２６曰～９口２７曰
ＳＬＡｂＬ８

Ｉ９８ｄ圧，ｐ２６Ｓ～ｇｐ２７Ｂ

Ⅱ
ＰＩ

３Ｏ典

流
向
頻
度
図

巴

５
Ｎ

円

平
均
流
速
出
現
図

NＥ Ⅵ’Ｐ
POE

Ｅ Ⅵﾛ
Ｅ

ＳＥ ＷＳ
ＳＥ

５

妬
〆
仰

甸
尤
釦流
速
別
頻
度
図

3０
3０

2０
２０

１０
1０

、
Ｏ１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００１１０１２０１３０1400m/SＣＣ ０１０２０五）４０５０６０７りぷ〕９０１００１１０１２０１３０１４０ “/s《工

図４３流況頻度図（Ｓｔ､７．sｔ、８）

－４５－



8ｔ･ｈ９
ＩｇｊＭ圧９日２６Ｂ～Ｑｐ２７Ｂ

SレハｈｌＯ

Ｉ９Ｒ４２Ｅｇ曰２６Ｂ～９日２７白

Ⅳ
。０７．

６１

コＯ▼6

流
向
頻
度
図

ＨＥ ＷＰＯ

Ｅ Ｗ

ＷＳＳＥ

５
Ｎ

Ｓ

Ｎ

ｍｄ両ノ,●Ｃ

平
均
流
速
出
現
図

ＩＩＥ ＷＰ ＮＥ

Ｅ Ｗ Ｅ

ＳＥ ＷＳ SＥ

５

7５８

□妬
ハ
釦 妬

4０

流
速
別
頻
度
図

3０ ３０

｜̄
2０ 2０

「
Ｌ＿＿二 Ｌlト

１０ １０

、
Ｏ１０ｍ３０４０５０６０７０８０９０１００１１０１２０１３０MOcml/scｃ ｏ１０２０３０４０５０６０７０８０”100110120130140cUVs“

図４４流況頻度図（Ｓｔ､９，ｓｔ・１０）

-４６－



S【・ＮｑＩｌ

Ｉ９ＩＭ年９月２６Ｂ～９月２７日
S（、トムＭ２

Ｉ９Ｍ正９月２６日～９月２７曰

Ｎ 10

コＯ製

流
向
頻
度
図

ＩＩＥ ＷＮ

区 Ⅳ

ＷＳＳＥ

３
Ｎ

５

Ｈ

ｱｿﾞｺ、ノOqC

平
均
流
速
出
現
図

PIE ＮＥ

Ｅ
Ｅ

ＳＥ ＳＥ

“９ ３３人

9６

４０

勺
わ
蛆流
速
別
頻
度
図

3０ 3０

2０ 2０

１０ 1０

＝－－－－－－－

０１０２０鋤４０５０m7Um90100110120130MOcnI/SＣＣ ＯｌＯ２０３０４０５０６０ｍ８０９０１００１１０１２０１ｍMOcpVsoc

図４５流況頻度図（Ｓｔ､１１，８t､１２）

－４７－



流況頻度の結果をみると、北側の観測点はＮＷないしＳＥ、南側はＮないしＳと

ほぼ沿岸地形に沿った方向に卓越頻度が現われていた

出現頻度の卓越した方向の平均流速は２９～８５ｍ/§ecと比較的大きな流速とな

っており、北流側の平均流速が南流側に比べて僅かに大きくなっていた。

流速階級別頻度で注目したいのは、Ｓｔ、３を除いては２０CT7zAec以下の流速が全

くみられていないことで、特にSt､６では３０C77z/bec以下、Ｓｔ９では４０C77zAec以下

の流速は現われていなかった。つまり、この海域の流れはほとんど静止することな

く、常に２０cm/bec以上の流れが存在していたと言える。

またＳｔ,３やＳｔ､９ではl00C77ZAec以上の強い流れも出現した。これらの値は６

月におこたった三池湾での長期流動観測結果には見られなかったものである。

先に述べたようにこの海域の流れの周期成分は地形効果の影響が大きいと判断

されたので．対象海域全体の流動を知るため、周期成分（Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４）および恒

流成分の合成により、阿古港の高潮時を基準時として毎時流況図芹作成して‐沿崖

の流況を検討した。図４６に毎時流況図の

一例として阿古港高潮時のものを示した。

それによると、調査海域の沿岸流況は北

側と南側の流況がしばしば異る傾向を示す

結果が得られている。すなわち、調査海域

を南から北へ、あるいは北から南へ連続す

る流線が描けることは少なく､南北からの

流線がぶつかりあったり、あい反したりす

る場合が多かった。また流況パターンは３

～４時間で大きく様相を変えていた．

恒流成分は１０～２０ｍz/bec沿岸ぞいに

北上する流れとして現われていたが、その

成因については、一昼夜の観測では十分検

討することができなかった。

これらの結果をもとに、各地先別に流れ

の特徴を以下(/てように整理した。

イ砲台南

流向頻度は海岸線にほぼ平行なＮＷな

gﾐﾄﾞﾆ､,婆、

四口

島阿古港高潮鴎

⑰

図４６毎時流況図（周期成分

十恒流成分、昭和５９

年９月観測による解析）

－４８－



いしＳＷの流れが卓越し、流速は３０～８０C77zAecで、１日１周期の流速変化

が見られた。

海底地形が複雑なことから、湾入部のどく沿岸域は調査地点とは若干異なる流

況を示す可能性かある。

ロアノウ埼南

砲台南と同じ海岸線に平行左方向の流れが卓越する流況パターンである。沿岸

寄りでは３０～４０C77zAecの流速が卓越していたが、沖側の測点（水深１５ｍ）

てはこれより流速は早く、l00C77z人ｅｃを越える値も観測された。

ハ赤場暁

卓越流向はＮＷ～ＮＮＷならびにＳＳＥで．ほぼ岸沿いの方向であるか、沖か

ら岸へ流れ込むような流動もみられた。流速は３０～４０C77zAecの流れが最も

多く出現していた。

ここより北側の海域に比べると流況は複雑になり．北側からの流れと南側から

の流れの合流点や境界域となる場合があると考えられる。また沖合から沿岸にぶ

つかる流れや、逆に沖へ払い出す流れも生じていた。この付近も海底地形が比較

的複雑なので、これか流れを乱す要因になっているとも考えられる。

ニひょうたん山北

赤場暁と類似した流況パターンと考えられる。

ひょうたん山直下の岬は急深な小湾入部にたっており、地形性の渦流域が形成

される可能性がある。

ホひょうたん山南

流向はＮＮＷ～ＮならびにＳと岸沿いの方向が卓越して出現していたが、赤場

暁やひょうたん山北と同様、南北の流れの境界域となるととがあり、流況は複雑

である。

流速は３０～４０ｍZ／Seeの流れの出現が最も多かったが、これ以下の流速の

出現はみられなかった。平均流速は赤場暁より若干早くなっていた。

ひェうたん山の南側Ｍ､さた湾入部になっており、地形効果による流れの擾乱

や渦流域の発生しやすい場所と考えられる。

へ逢の浜～サタドー岬

この海域は調査海域のうちで特に複雑な流況を呈していた。

流速は５０C77z右ｅｃを越える早い流れの出現頻度が高く､全体的に最も流れの

△
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早い海域であった。

サタドー岬では４０ｃｍ／Seｃ以下の流速は出現しておらず、l00C77z/Secを越

える流速の頻度が２０９６を越えていた。

サタドー岬はこの海域に鋭く突き出しており．流れに対する地形効果が非常に

大きいと考えられる。

卜三池湾（大橋、三池、柱ロ）

流向頻度は南北方向が卓越していた。流速別頻度はサタドー岬に近い大橋でや

や早い流れが出現していたが．２０～４０C77z／Secの流速がほとんどで、調査海域

で最も小さい卓越平均流速が得られている。

流況図によれ仏三池湾に繰り込む流れや反流等が複雑に変化していることが

うかがえ．三池湾が小規模なから「湾入部」としての流況特性を持っていること

を示していた。
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Ｂ生物調査

１．生物分布調査

調査海域の植物相、動物相、海底状況を知るためにライン調査を行った。

（方法）

調査海域内に１０地点を定め水深２ｍから１５ｍ付近までそれぞれロープを沈設し．

調査ラインとした（ライン１～１０）。各ラインの水深２，．５，．１０，．１５ｍ付

近で海藻枠取り（１×１ｍ方形枠）・動物枠取り（２×２ｍ方形枠）を行い、海藻につ

いては種類および湿重量､・動物については種類および個体数を測定した。動物の枠取り

に際してはできるだけ取り残しのないように努力したか、カニ類等動きの速い動物は採

集できないものが多かった。海底地

形および魚類相は潜水により概要を

目視観察した。水深は油圧式水深計

を
宜
形

可つＬＬ７Ｋ房Ｌ工司

Z)別舌呆ご淀哨とl/Ｌｒ母胆服

調査位置 調f全日存云

に

図１調査位置
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用いロープライン

測定し、この結果

の概要図を作成

［

を

した

調査位置を図１に、

それぞれ示した。

■
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(結果）

海藻枠取り結果を表２に、

動物枠取り結果を表３にそ

れぞれ示した。

各調査ラインごとの海底

地形、植物相、動物相につ

いて以下に述べる。

１）ライン１（砲台南

調査線）

（１）海底地形

海底地形を図２忙示

表１調査日

稠沓年月巴

J年６ＦｌｌｌＥ

した。海底は基本的には遠浅となっており、陸岸から１００ｍ付近在ではなだらか

な岩盤上に転石が多く分布し、所々に岩盤の突出がみられる。１００ｍ付近から沖

側は起伏のある岩盤が主体となり、陸岸と平行に溝が発達しその底部に転石か多少

みられる。

距離、

I Ｊ

水
深
Ⅲ

５
０
５

１
１

しは調査地点を示す

図２ライン１海底地形

(2)植物相

テンクサ類（ヒラクサは除く、以下同様）は概して少ない。テングサ類の中では

オパクサが全域にみられるが、水深５ｍ付近ではオオプサが主体をなしテンクサ類

の着生量は多くなっている（６８０１／)?f）。水深１０～１５ｍではマクサもみられ

るが着生量は少ない（４３～１３０『／ｉ７ｎｏその他の海藻では水深２ｍ付近の突出し

た岩盤上部にハリガネが一面に着生していた。しかし転石上には無節石灰藻を除い

ては海藻類は認められたかった。水深５ｍ以深では石灰藻類が多くなり、特に水深
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１０ｍ付近の岩盤地帯では優占種となっていた。また水深１５ｍの深所ではヒラク

サが優占して着生していた。

（３）動物相

魚類ではホンペラ・キュウセン等のベラ類とソラスズメダイを主体とするスズメ

ダイ類が多く、タカペ．クマノミ．ウツボ等も観察された。

枠取り結果では水深２～５ｍ付近はヒメクポガイが多く（５１～１０２個／4㎡)、

次いでヒザラガイ類が多かった。また水深２ｍ付近ではヨメガカサガイも多かった。

水深５ｍ以深では岩盤が主体をなし、種類数は増加するか個体数は少なかった。フ

クトコプンは水深５ｍ付近で１０個体が枠取りされただけであった。

2）ライン２（アノウ埼南調査線）

（１）海底地形

陸岸から１５０ｍ付近で水深１５ｍに達し急深である。海底は岩盤で大きな起伏

をなしており、陸岸から５０～６０ｍ付近までは岩盤を主体に転石地帯か広がって

いる。これより沖側は次第に岩盤の起伏が大きくない。岩盤と岩盤の間、岩盤の大

きな凹の部分は転石地帯となっている所が多い。

距離、

9１，↓ｌ' １，100

｛ ｊ

水
深
伽

５
０
５
１
１

転石。岩盤 岩盤

図３ライン２海底地形

(2)植物相

水深２ｍ付近はオバクサとヒピミドロの着生がわずかに認められただけであった。

水深５～１５ｍではテンクサ類が広く分布するが着生量はあまり多くなく（２８０～

４８０’/h')、水深５ｍ付近はオパクサ・オオプサ、深くなるに従ってマクサが増加

し水探１５ｍではマクサが主体であった。その他の海藻は水深５～１０ｍの岩盤上

に石灰藻類が目立ち．水深１０～１５ｍではヒラクサも多かった。転石上の海藻類

は概して少なかった。

(3)動物相

魚類ではぺう類・スズメダイ類のほかにマアジの群れが観察された。

－５５－



動物は水深５ｍで３個体、１０ｍで９２個体、１５９７０で１２個体のフクトコプン

が枠取りされたほか、水深２～５ｍはヨメガカサガイ゛ムラサキウニ・カニ類が多

く、１０ｍ以深はクモヒトデ類・ヒザラガイ類が目立った。水深１０ｍの枠取り地

点は岩盤の大きな凹部の転石地帯でフクトコプシをはじめ動物の種類が多く（２０

種）、個体数も多かった。

3）ライン３（赤場暁調査線）

（１）海底地形

陸岸より１８０ｍ付近で水深１５ｍを示し急深となっている。陸岸から７０ｍ付

近までは根石．転石が主体で底部は砂であるが、沖側ほど徐々に砂が増加し７０～

１１０ｍ付近では砂がほとんどを占め、所々に根石かみられる。１２０ｍ付近から

沖側は起伏のある岩盤が発達し、陸岸と垂直に溝が分布している溝の底部は溶岩か
升

らなる｡､石帯となっている。

升小石帯：径１０～３M7zが

主で過去の噴火に

よる溶岩流の流入

部と考えられ、小
水

深石は角ばっている。
(、）
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図４ライン３海底地形

(2)植物相

水深５～１５ｍにかけての根石．岩盤上部にマクサ・オパクサが着生していた

（３１５１/h/)。その他の海藻は水深１０～１５ｍの深所においてヒラクサ・石灰

藻類．キントキが多くみられた。

(8)動物相

魚類ではスズメダイ類・ベラ類・キタマクラ・ハコフグ等のフグ類．タカノハダ

イ等が勧察された。

フクトコプシは水深５ｍで４０個体、１０ｍで１１個体枠取りされたがいずれも

０年貝が主体であった。水深５～１０ｍにかけて動物の種類、個体数は多くスカシ

ガイ・ヒメクポガイ・ヒザラガイ類・ウニ類が多かったが、水深１５ｍ付近は小石

帯となり種類．個体数は少なかった．
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4）ライン４（ひょうたん北調査線）

（１）海底地形

陸岸より１８０ｍ付近で水深１４ｍと急深となっていた。８０ｍ付近まで転石・

根石が多く底部は砂がみられる。８０ｍ付近から沖側は砂が多くなるとともに根石

が増加する。１００ｍ付近から沖側はほとんど砂地となり、所々に根石がみられる

だけとなる。
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図５ライン４海底地形

（２）植物相

水深２～５ｍ付近では海藻類はほとんどみられず、根石上に極く短いオパクサ・

スギノリ等が着生しているだけであった。水深１０ｍ付近の根石上にはマクサ・オ

パクサが着生していたが少なく（５０１／hの貧相であった。１０ｍ以深は砂地となり

海藻類はみられなかった。

（３）動物相

魚類ではスズメダイ類・ベラ類・キタマクラ・シマアジ等が観察された。

水深２～５深の浅所は動物は少なくヒメクポガイ・アメフラシ・カサガイ等がみ

られただけであった。水深１０ｍ付近はヒメクポガイ、ついでヒザラガイ類か多く

フクトコプシは１３個体枠取りされたが、すべて０年貝であった。

5）ライン５（ひょうたん南調査線）

（１）海底地形

平坦で遠浅左海底となっていた。陸岸より１００ｍ付近までは径２０～３０ｍz以

下の小転石および砂利が主体である。１００ｍ付近から沖側は次第に砂が多くたり

２００ｍを越えると全くの砂となるか、砂層の厚さは２０ｍz以下で薄くその下は砂

■

利であった。
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図６ライン５海底地形

（２）植物相

水深２～５ｍの小転石上にはアナアオサの着生がみられた。テングサ類ではオパ

クサが各地点にみられたか極めて短かく、マクサもわずかに着生するのみであった。

全体に小転石・砂利が主体であるため海藻類は貧相であった。

（３）動物相

魚類ではベラ類・スズメダイ類・シマアジ等が観察された。

フクトコプシは水深２ｍで１２個体も５ｍで４個体１０ｍで１個体枠取りされ

たがいずれも0年貝であった。その他の動物は水深２～５ｍでアメフラシ類・スカ

シガイ・ヒザラガイ類が多くを占め、水深１０ｍ付近ではヒメクポガイが多かった

（３１４個／４㎡）。

6）ライン６（逢の浜調査線）

（１）海底地形

陸岸より１５０ｍで水深１５ｍとなり急深であった。陸岸より３０ｍ付近までは

溶岩起源の小石が主体で、所々に根石がみられる。３０ｍ付近より沖側は岩盤か発

達し陸岸と垂直に溝か存在する。溝の底部は小石帯となっている。９０ｍ付近から
●

岩盤の起伏は大きくなる。
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（２）植物相

小石帯には海藻の着生はみられなかった。水深５～１５ｍの岩盤上にマクサを主

体としたテンクサ類がみられたがあまり多くなく（２５５～３７０牙／h、、その他

の海藻は水深１０ｍ付近に石灰藻類．タマイタダキか多く着生し１５ｍ付近はヒラ

クサが目立った。

（３）動物相

魚類ではスズメダイ類・ベラ類・ホウライヒメジ等が観察された。

動物では水深５～１０ｍ付近はヤドカリ類か多く．１５ｍ付近ではクモヒトデ類・

ヒザラガイ類が多かった。フクトコプンは水深５ｍで２個体１５ｍで４個体枠取

りされ、０年貝が主体であった。

7）ライン７（サタドー岬北調査線）

（１）海底地形

陸岸より９０ｍ,付近までは熔岩起源の小石帯となっており．これより沖側は起伏

のある岩盤か主体となる。岩盤には陸岸と垂直な多くの露かあり、その底部には小

石帯か広かっている。
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図８ライン７海底地形

(2)植物相

水深５～１５ｍの岩盤上はテンクサ類が多くみられ（４００～７３０牙／〉?の、浅

所ではオパクサ、深所ではマクサが主体であった。その他の海藻は水深１０ｍ付近

のテングサ類にカギウスパノリの付着したのか目立ち、１５ｍ付近は石灰藻類・タ

マイタダキが多かったが、概して植生は単調であった。小石帯には海藻の着生はみ

られなかった。

(3)動物相

魚類ではスズメダイ類．ベラ類・フグ類・タカペ・シマアジ等が観察された。

動物では水深５ｍ付近の岩盤の割れ目にフクトコプンが帽集し（５４個／b/)、そ

■
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のほかにヒメクポガイが目立った。水深１０ｍ付近はフクトコプシが２個体枠取り

され、１０～１５，，にかけてヤドカリ類・クモヒトデ類・ヒザラガイ類が目立った。

8）ライン８（大橋調査線）

（１）海底地形

陸岸より１８０ｍ付近までなだらかな転石帯が続き、次第に根石がみられるよう

になる。２４０ｍ付近より沖は岩盤か発達しており、所々に大きな溝がみられその

底部は転石・根石帯となっている。
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図９ライン８海底地形

（２）植物相

マクサを主体とするテングサ類が岩面を覆って優占する所が多く～水深５ｍ付近

の着生量は特に多かった（１０６０'／〉?')。その他の海藻は石灰藻類が全体に多く、

水深１０ｍ付近の優占種となっているほか、１５ｍ付近はヒラクサが優占していた。

（３）動物相

魚類ではベラ類・スズメダイ類が最も多く、そのほかにフグ類・カワハギ類・ウ

ツボ・ネンプツダイの仲間が観察された。

動物ではフクトコプンが水深２ｍで３個体、５ｍで４８個体枠取りされた。水深

２～５ｍの転石帯はヒメクポガイを主体にコシダカサザエ・ヒザラガイ類・クモヒ

トデ類等が目立ち、種類・個体数とも多かったが．１０ｍ以深では岩盤か主体とな

り貧相であった。

9）ライン９（三池調査線）

（１）海底地形

海底地形は勾配の緩やかな遠浅となっている。海底はほぼ転石地帯となっている

が、陸岸より１２０ｍ～２３０ｍでは．所々に大きな岩盤の突出がみられ、２３０

ｍより沖は大きな根石が多くなる。３００ｍ付近にはやや広い砂地帯もみられた。
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（２）植物相

テングサ類の着生量は多く（４７５～９６５１／ｹｱf）、ほとんどの地点で優占して

いた。その値かには水深５ｍ付近のテングサ類にカギウスバノリの付着が目立ち、

１０～１３ｍではヒラクサが多く、石灰藻類も目立った。

（３）動物相

魚類ではベラ類・スズメダイ類・フク類が多く観察された。

フクトコプシは水深２ｍで４個体、５ｍで５個木．１０ｍで２１個体、１３ｍで

５個体か枠取りされた。その他の動物では水深５ｍ付近でヒメクポガイが多く（１１４

個／４㎡）、ヒザラガイ類・ヤドカリ類・コシダカサザエ等が目立った。浅所は種

数が多く、深所では少なくなる傾向がみられた。

10）ライン１０（柱口調査線）

（１）海底地形

陸岸より１７０ｍ付近までなだらかな転石・根石帯が続き、沖は次第に砂が多く

なる。２５０ｍ付近には比較的大きな砂地帯が広がっていた。
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（２）植物相

マクサを主体としたテングサ類か多く、ほとんどの地点で優占していた。水深５

～１０ｍのテングサ類はカギウスパノリの付着が目立ち、２ｍおよび１５ｍ付近の

根石上は石灰藻類の着生が目立った。１０ｍ,以深はヒラクサが多くみられ植生も多

様であった。

（３）動物相

魚類ではスズメダイ類・ベラ類・フク類が多く、イシダイ・タカノハダイ等も観

察された。

フクトコプシは水深２ｍで１個体、５ｍで１５個体、１０ｍで４２個体、１５ｍ

で６個体枠取りされた。そのほかは浅所でヒメクポガイが多く、５ｍ付近は２０４

個体が枠取りされた。水深５～１５ｍではヤドカリ類か目立ち、深所ではクモヒト

デ類も多かっこ。５ｍ以深は概して動物相は豊富でありカニ類も多かった。

(まとめ）

調査海域の海底は概して岩盤が発達しており、特にサタドー岬からアノウ埼にかけて

１）
は昭和１５年、３７年の２回の噴火での溶岩流が海中へ流れ込んだため、起伏の大きい

岩盤が主体をなし、急深な場所が多い。このため、この海域ではフクトコプシの生息に

適した転石地帯はあまり多くなく、起伏の大きい岩盤と岩盤の間、溝等の局所的な場所

に転石が分布している。またこの海域は岩盤上にテングサ類を主体とした海藻の着生は

比較的多いが．転石上は少なく、波浪による石の転勤が頻繁に起きていることが推察さ

される。これに対して．調査海域の南側に位置する三池湾を中心とする海域は遠浅で湾

入しているため、波浪の影響は前述の海域に比べ少なく、転石・根石・岩盤上のいたる

所にテングサ類の繁茂がみられた。

調査海域の植物相を枠取り結果から総括すると出現種数は緑藻類４種（８９％）、褐

藻類６種（１３．３筋）、紅藻類３５種（７．２８冊）と紅藻類が大部分を占めている。海藻種

別湿重量の割合をみるとヒラクサを除くテングサ類（マクサ・オオプサ・オパクサ）

５７．９妬、ヒラクサ１２５仇石灰藻類１０．７筋となり、フクトコプンの主餌料とみら
２)3)の

れるテンクサ類の占める割合が非常に高いのが特徴的であり、ホンダワラ類・コンブ

類等の大形海藻は全く認められたかった。

動物相についてみると魚類では十分な観察は行っていないか、ほとんどの調査地点で

ホンベラ・キュウセン等のベラ類、ソラスズメを主体とするスズメダイ類が多く観察さ

れており、特にベラ類は食性からみてフクトコプシ稚貝の食害種となっている可能性が
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大きい。

枠取りされた動物の出現種数は巻貝類３６種（４４．４冊）、カニ類８種（９．９冊）、ヒザ

ラガイ類７種（８．Ｍ）、ウニ類６種（７．４冊）等となり、岩礁性浅海の特徴である巻貝類

の種数が非常に多かった。調査ライン別の動物組成を図１２に示したが、個体数でも巻

貝類が1,882個体（７０．９冊）と全動物数の３分の２以上を占め、次いで、ヒザラガイ類

３０２個体（１１．４冊）６ヤドカリ類１５０個体（５．Ｍ）、クモヒトデ類１４３個体（５．４

％）、ウニ類６８個体（２．６筋）、その他７９個体（３．Ｍ）とたっている。

巻貝類の中てはヒメクポガイか１，０８９個体（全動物中の４１．０冊）と最も多く水深２

～１０ｍにかけて分布し、３４地点中１６地点に出現し９地点で最多出現種となってい

る⑲次に多いのはフクトコプンの４１０個体（１５．４冊）で水深２～１５ｍの全域で枠取り

され、ヒメクポガイより分
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着珪藻類を餌料とする動物が多かった。

貝類稚貝の害敵となるカニ類ではショウジンガニが最も多く採集されたが、カニ類は

動きが速いため十分に採集できず、実際にはショウジンガニ・トゲアンガニ等の生息数

はさらに多い。同じく害敵となるヒトデ類はヤツデヒトデ１個体が採集されただけであ

り、生息数は少ないと考えられる。

」動物枠取り結果を総括すると波の激しい浅海岩礁域における暖海性の動物相の特性が

よく現われている。

なお．ライン６はほかに比べ特異的な動物組成を示し巻貝類が少なかったが、これは

溶岩性の小石帯（径１０～３０ｃｍにおいて枠取りされた結果であり、小石帯の動物組

成の特徴を反映していると考えられる。

２対象生物

１）産卵期

（方法）

昭和５９年５月から１１月まで毎月１～２回、三宅島坪田地先釜庭において殻長

５０１mm以上のフクトコプンを採集した。フクトコプシは生殖腺の形成状況から肉眼所

見による雌雄の判別率（雌雄判別個体数／総個体数×１００）を調査した。

生殖腺熟度指数を求めるため.菊地:),､方法を改良し､生殖腺の肥満階級を0J
２，２．５，３の５段階に分けた。すなわち生殖腺の発達による膨らみがほとんどみら

－れず肝臓だけの状態をＯ、生殖腺の発達が開始されたものを１，肝臓全体を被った状

一態を２，さらに発達が進み肥厚あるいは先端部分が丸くなったものを２．５とし、生殖

：腺全体が肥厚し先端も丸くなった状態を３とした。熱度指数は次式により求めた。

・
１

Ｋ
１

，
２
－
・
Ｉ

生殖腺熱度指数
Ｋｉ：肥満階級

、：全個体数

、

う（

なお．大島および八丈島の雌雄判月Ｉ率の調査も併せて行い．比較した。

(結果および考察）

生殖腺の雌雄判別率および熱度指数の推移を図１３に肥満階級の出現状況を表４

にそれぞれ示した。

し４

升八丈分場にて実施

－６４－
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大
八
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雌８０
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判６０

別５０
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３０ ３

熱
度
指
数

o－－－－－Ｐ ２2０

10 １

０0

６７８９１０１１（月）

図１３雌雄判別率と、熱度指数の推移

雌雄判別率の推移をみると三宅島では５月中旬に１９．４％であるが．その後急速に増

加して８月上旬にはほぼ１０Ｍに達し、約２カ月間継続した後１０月下旬には低下し

た。これに対して大島では７月中旬にすでに１０Ｍに達しており、八丈島では９月上

旬に１０Ｍとなる。したがって、雌雄の判別が１０Ｍ可能にたる時期を比較すると大

島では三宅島より１カ月以上早く、八丈島では１カ月遅れるという結果になった。

次に三宅島におけるフクトコプンの生殖腺熟度指数の推移をみると９月下旬に2.58

とピークを示し、その後から１０月下旬にかけて急速に低下している。

表４の肥満階級の出現状況をみても９月２０日から産卵個体が現われ、１０月２３

日にはすべての個体がほぼ産卵を終了していた。

フクトコプシの産卵期は海況等に影響されるが、以上の結果を雀とめると三宅島に

おけるフクトコブンの産卵期は９月下旬から１０月下旬と推定され、この時期の時化

等の刺激をきっかけとして集中して産卵が行われると考えられる。

なお、大島では９月１０日に．八丈島では１０月１９日に産卵個体が現われ、判別率と同

様に三宅島を中心に前後０．５～１カ月の差かみられた。このことは伊豆諸島は南ほど

産卵期が遅いことを示唆しており、水温との間に何らかの関係があると推察される。

－６５－



表４肥満階級の出現状況

職職
区分 升産卵個体数未産卵個体数 合
計
数

調査

場所

熟度

指数

雌雄

判別率0 2.5 ３１ 2.5 ２２ 0１

㈱
１９．４

心IⅢ
５８．０

７５．７

９９．２

１００．０

１００．０

１００．０

６０．７

４８．２

宅

島

７．１４

８．６

９．１０

１１．１５

Mｉ１

３
７
２

１
５

1．４３

２．０１

２．１３

０．４６

４
２
０
８

７
６
６
４

１

１００．０

１００．０

１００．０

４３．８

大

３

１４

礼；島

２７

liUJ’

２
３
９
３
１

３
１
２
２ 爪！

４１．６

６１．９

１００．０

９２．０

６．７

八

丈

島

矢産卵：雌の放卵．雄の放精を意味する。

－６６－



2）沈着稚貝の出現状況

（方法）

昭和５９年９，１０月に毎月２回ずつ図１４に示した地点の水深５～10ｍにおいて

潜水し、３～１４K9の転石１～２個をビニール袋に収容して持ち帰った。持ち帰った転

石はホルマリン液に数時間漬け、付着している生物を固定した、刷毛で石の表面を掃

き落し、沈澱物の検鏡を行った。また、このほかに図１５に示すような沈着稚貝採集

器(以下、コレクターと称する）を１昼夜設置し、転石と同様の方法で処理．検鏡した。

なお、転石採集時に付近のフクトコプシ成貝の産卵状況も調査した。

ア州

，ｿ阿南

パイプ

プとうた人lljrR

橘

池灰

阿占静

ｃ、

図１４調査地点 図１５フクトコプシ沈着稚貝採集器

(結果）

１）転石による採集

調査結果を表５に示した。

４回の調査で廷２２地点の転石を持ち帰り検鏡したところ．１０月２３日アノウ

埼南で採集した転石から２個体のフクトコプシ沈着稚貝を採集した。２個体とも長

径は２５０〃前後で周ロ殻はまだ形成されていなかった。そのほかの転石からはフ

クトコプン稚貝は採集されなかった。

－６７－



表５沈着稚貝の出現状況（転石）

採集転石 出現幼生
有孔虫調査

月日

フクトコフン
調査地点

1000cnf

換算数

５５

●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ

ｌ．（一）【一〃口。〈島叩》（〕（⑪）（】兵叩》《四二ｍ）△口扣｝一【｝ロロ○一●（幻》【｝口Ⅱ。（刀『■）〔兵沮）

ゲ
ロ
■
■
■
ロ
■
Ⅱ
、
グ
ロ
ロ
ロ
己
。
■
■
二
ヂ
■
■
□
ご
已
日
Ⅱ
『
グ
ロ
ロ
■
〃
、
■
Ⅱ
、
グ
ロ
■
ｐ
Ｅ
ｕ
Ｕ
ｕ
己
ク
ロ
■
■
ご
ロ
ロ
Ⅱ
、

４
５
１
２
５
０
０
０
４
５
１
５

阿古釜庭

坪田釜庭

＝ 池

大橋

ひょうたん南

砲台南

２０９８

１５０７

１８１８

１４３２

１６２４

１０４７

９７

１８４

２０２

５７６

６９１９

３０

４６

１２２

１１１

４０２

４２６０

２９

９
９
１
７
２
９

７
６
８
３
７
２

１
３
４ '躯

９６｛
１００９

9．７ ４２７

７２４

阿古釜庭

坪田釜庭

池

大橋

ひょうたん南

アノウ崎南

砲台南

１
６
６
３
２
３
１

２
９
４
０
３
７
５

９
８
８
９
１
０
４

１
１

６
６
５
４
６
４
６

８
４
１
５
３
０
４

０
５

１

１

1UljiJI
１１．８

８．０

７．２

９．５

１０．２

８．４

３．８

9．２０

阿古釜庭

坪田釜庭

池

大橋

ひょうたん南

アノウ崎南

砲台南 １１１ iJlllll１０．５

阿古釜庭

坪田釜庭

池

大橋

ひょうたん南

アノウ崎南

砲台南

６．４

６．１

６．１

６．６

１２．７

８．２

９．９

１０１１

７０２

９２７

９０３

１３７８

１０３０

９２９

６
６
６
７
１
２
０

４
４
１
３
１
２
５

１
１

５
８
５
１
８
１
４

４
０
２
４

２
５

２
１

1１１１０．２３

２２

－６８－



2）コレクターによる採集

コレクターによる採集結果を表６に示した。

コレクターは９月２０日．１０月５日の２回設置したが、１０月５日は翌日から

の時化のため回収することかできず、その後も悪天候のため設置できなかった。コ

レクターに使用した波板は当分場でフクトコプンの採苗器として使用しており、表

面に初期稚貝の餌料となるEIythrocladia属の紅藻を培養したものであるが、沈着

稚貝は採集されたかった。

表６沈着稚貝の出現状況（コレクター）

出現幼生
調査

月日

有孔虫

価）

３２（１７）

１４（６）

３０５（１６５）

２１５（１１６）

２１５（１１６）

設置場所
枚貝

（個）
巻 Ｊ

貝
価

（８）

(１２）

(８６）

(１０）

(１７）

（９）

（５）

(８３）

(５６）

(２６）

阿古釜庭

坪田釜庭

大橋

ひょうたん南

砲台南

１８４８

〃

〃

”

〃

０
０
０
０
０

５
３
９
９
１

１
２
５
１
３

１

７
０
４
４
８

１
１
５
０
４

１
１

9．２０

１

９．２１

（）内の数字は１０００㎡当りの換算数

(考察）

人工受精したフクトコプシの卵は受精後約７時間でトロコフォア幼生としてふ化浮

上し、その後３～４日の浮遊生活中にペリジャー幼生を経て沈着し、底棲生活に入る。

受精後４日を経過し沈着した人工種苗の大きさは２２０～２４０Jczで、周ロ殻は童だ形

成されておらず、５日目になると周口殼の形成される個体が認められる。１０月２３

日にアノウ埼南の転石から採集された２個体のフクトコプン沈着稚貝は、周ロ殻はま

だ形成されておらず、当分場産の人工種苗と比較してその大きさから、受精後４～５

日経たもので沈着後間もないものと考えられる。

転石採集に併せて調査したフクトコプシ成貝の産卵状況を表７に示した。これによ

ると、産卵率は９月２０日にＯ～５．０妬で産卵した個体は１個体しかみられたかった

が．１０月５日には１８．２～５４５冊と増加し、１０月２３日にはすべての個体が産

卵していた。このことから、１０月２３日の調査時にはアノウ崎南以外の地点でも、

すでに沈着している幼生があると推察されるが．調査した転石か少なかったため採集

－６９－



フクトコプシの産卵状況升表７

調査地点 未産卵．, 産卵個体数 熱度指数調査月日 産卵率㈱

阿古釜庭

坪田釜庭

大橋

ひょうたん南

砲台南

１
９
０
０
１

２
１
２
２
２

０
１
０
０
０

１
０
０
０
１

２
２
２
２
２

９
８
３
５
１

７
５
３
６
３

●
●
●
●
●

１
２
２
２
２

０
０
０
０
０

７

５

５

9．２０

阿古釜庭

４
３
０
８
８

１
９
１
１
１

９
８
２
２
５

２
２
２
２
２

１

５
５
２
４
７

１
３
１

1．５８

２．２０

２．０７

２．５９

２．３２

坪田釜庭

大橋

ひょうたん南

砲台南

２７．３

１０ ５ ５４．５

１８．２

２８．０

阿古釜庭

坪田釜庭

＝ 池

大橋

ひょうたん南

アノウ崎南

砲台南

０
０
０
０
０
０
０

０
３
９
１
１
０
５

２
２
２
２
３
３
２

０
３
９
１
１
０
５

２
２
２
２
３
３
２

０
１
６
６
３
３
４

５
６
８
７
２
９
８

●
●
●
●
●
●
■

０
０
０
０
１
０
０

１００．０

１００．０

１００．０

１０．２３ １００．０

１００．０

１００．０

１００．０

産卵：雌の放卵、雄の放精を意味する。升

cロシ回偶／１０００

１４００

閂
臼
ロ
『

1２００

1０００

１０００㎡値／

２００8００ 貝
貝

０００

川 1００４００

2００
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砲
台
南
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埼
南
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釜釜う台
庭庭僑た

ん南
南

図１７貝類幼生の沈着数（採集器）
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できなかったと考えられる。また、コレクターにより採集できなかった原因としては

設置時期とフクトコプシの産卵にずれがあったことが表６から明らかである。

次に４回の転石調査で採集されたフクトコプシ以外の貝類幼生の平均数を図Ⅱ６に、

コレクターによるものを図１７にそれぞれ示した。

これによると、調査海域内の三池からひょうたん南にかけての海域は貝類幼生の個

体数は多い傾向かみられるか．１回の調査で集中して採集された場所もあり、フクト

コプシ以外の貝類幼生の同定、成貝の分布、産卵期等が不明であるため、今後、ミク

ロを流況等と併せて調査する必要がある。

3）成長

（方法）

昭和５９年５月１９日．三宅島坪田地先栽培漁業区横根においてフクトコプシの標

識放流を実施した。供試貝は殼長別に４群に分け（殻長４０加加未満、４０～４９jｉｗＩＬ

５０～５９加加、６０１１m1m以上）、各３４個体ずつ計１３６個体に標識を装着した。標識

は番号を刻印したプラスチック板（６×７”）を接着剤を用いて殼表に接着し、標識

による成長阻害を生じる恐れのないように配慮した。放流貝の再捕は、放流後約５カ

月を経過した１０月２３日に行い、殻長別成長量を求めた。また．生物分布調査で枠

取りしたフクトコプンの殼長と体重の関係を求めた。

（結果および考察）

再捕結果を表８に殼長別成長量を図１８に示した。

表８ 再捕結果

放流時平均殻長（Ⅵ7W）

数捕再

再捕時平均殻長（、！） 平均成長量、､〃）

１５．７（±4.6）

１０．０（士5.3）

６．７（±4.4）

２３（士２．２）

２９，９（±1.0）

４５．４（士２４）

５３．９（±２．７）

６４．５（±２．８）

４５．６（士４３）

５５．４（±6.1）

６０．６（士4.1）

６６．８（士４．１）

（）内の数字は標準偏差

－７１－



Ｗ＝６．６８９×lD5L3167(nｍ）zｏ

ｌ８

１６

成１４

１２

長１０

８

量８

４

２

０

ｒ＝０．９８６１００

重
１０

量

(9)

２０３０４０５０６０７０（、）

殻長

図１８殻長別成長量

０Ｊ

５月から１０月まで約５カ月間のフクトコプシの成長量は

放流時殼長が大きくなるほど小さくなり、高令貝ほど成

長が遅いことを裏づける結果となった。また、フクトコ長か遅いことを農つける紹呆となった。蛮尤、フクトコ1０１００

殻長（､､）
プンの年令と殼長の関係については．三宅島における調

査資料が十分でないため他島との成長の比較はできない図，９殻長と重量の関係
が、0年貝が主体と思われる４０ｍ〃未満の成長速度は八

６）
丈島とほぼ同程度であり、０年貝の成長は良好と考えられる。

生物分布調査で枠取りしたフクトコプンを使用して殻長（Ｌ）と重量(Ｗ）の関係を

求め図１９に示し．Ｗ＝６．６８９×lD5L3167の関係式を得た。

4）資源性状

（１）フクトコプシの分布密度および性状

生物分布調査で枠取したフクトコプンの出現状況を表９にライン別分布密度の比

較を図２０にそれぞれ示した。

成貝（４５ｍ〃以上）の分布密度はライン２の３．３個／う?'か最も高く､このほかには調査

海域南部のライン７～１０が高かったか、ライン４，５では全く枠取りされなかった。

稚貝ではライン３、次いでライン２の分布密度が高くそれぞれ３．８，３．４個／㎡で、

ライン１が最も低く0.1個／㎡であった。成貝・稚貝を合わせるとライン２の６．７個

／砿次いでライン７の４．７個／旅が高く、ライン６．ライン１ではそれぞれ０．５，

０．６個／〆と低かった。
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これらの結果から調査海

域内のフクトコプシの平均

分布密度を推定すると、成

貝では１．３個／流、稚貝で

は１．５個／〆となり、フク

トコプシの平均密度は２．８

個／派となった。また、調

査海域内の底質を大まかに

転石．岩盤．砂礫地帯の３

つに区分し、フクトコプン

の分布密度を比較すると転

石地帯は３．４個／肱岩盤

地帯は２１個／㎡となり．

''61／、，）

７

□ｌＩｊ１

鬮成、

｣し
６
５
４
３
２
１
０

生
息
滞
度

１２３．４、５６７８０】０

ブ
イ
０
ン

図２０ライン別分布密度

地帯は２１個／㎡となり．全くの砂礫地帯には生息が認められなかった。

フクトコプシの分布密度の高い地点は現在、好漁場を形成している海域に含まれる

ものが多いが、調査がロープラインに沿って行われており、限られた場所で集中して

生息していた地点もあるため、分布密度の高い地点とフクトコプシ漁場とか必ずしも

一致しているわけではない。さた．ライン４～６のように分布密度が低く成貝が枠取

りされなかった地点でも、地元漁業者の話によると好漁場を形成している場所がある

とのことであった。その後の調査では、ライン５はロープラインからかなり離れた位

置に成貝の分布域が確認されており、調査海域のフクトコプシの分布状況を明らかに

するためにはさらに調査が必要である。

次にライン別の殼長組成・体重組成を図２Ｌ２２に調査海域全体の殻長および

体重組成を図２３にそれぞれ示した。

調査海域で枠取りされたフクトコプシの殼長組成は、図２３によると２０～２５加加

を中心とする稚貝のモードと５０～５５，１を中心とする成貝のモートがみられ、稚貝

群と成貝群による双峰性が顕著に表われている。また、体重組成でもＯ～２『を中心

とする稚貝のモードと１９～２０？を中心とする成貝のモート・がみられるが、成貝群

についてはさらにいくつかの山が認められ、これは年級群と関係があるものと考えら

れる。
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０
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図２１ライン別殻長組成
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２０ ４０
ｎ＝４１０

頻
頻

3０

1０
2０

１

度
形
Ｉ

１

度
形
Ｉ

1０

0 0
0２０４０６０８０

殻長（､､）

ｑ【

重（９）体

図２３殻長および体重組成

(2)漁獲物殼長組成

７月１３日に口開けされた調査海域内の漁場のうち、三池およびひょうたん南で漁

獲されたフクトコプシの殼長を測定し、その漁獲物殼長組成を図２４に示した。

平均殼長は三池６６．４ｍ［（モード

1５

６６．０～６７．０m〃）．ひょうたん

南５５．０ⅥｍＧＥ－ﾄﾞ５６．０～５７．０ｍｍ）

で両漁場に差がみられ、ひょうた

ん南の方が小さかった。

ひょうたん南は三池に比べると

やや深場であり．海藻類も少ない

ため、このことが漁場間の差の要

因とも考えられるが、両漁場とも

年級群が分離されていないため、

年令構成によるものか、成長速度

によるものか．さらに検討か必要

である。

3）資源量の推定

（方法）

調査海域の海底地形図・底質

池
皿

、－３

鵬

10

皮

５

(形）

０

３０４０５０６０７０８０

ひょうたん南

、＝７３５
1０

５

0

３０４０５０６０７０８０

鉄長（、）

図２４漁獲物殻長組成
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分布図から底質別面積を読みとり、フクトコプンの基質別平均分布密度を用いて資

源量の推定を試みた。

(結果および考察）

調査海域内の水深１５ｍ以浅の底質別面積を表１０に示した。

フクトコプシの分布密度および性状の項

表１０調査海域の底質別面積
で述べたように、フクトコプシは主として

転石・岩盤地帯に分布しているため、前項

で得られた底質別分布密度がそのまま当て

はまるものと仮定して、昭和５９年６月時

点での資源量を推定し表１１に示した。

これによると、調査海域水深１５ｍ以浅

のフクトコプシ推定資源量は３５．２ｔとな

り、このうち岩盤地帯が5.8ｔ、転石地帯が

８９８０（］

５７０．４０（」

ＤＣ

３０．２００

３０Ｃ

転石地帯が２９．４ ｔであった。

表１１ 資源量の推定

積(㎡）Ⅲ 平均体重（の

三宅島ではフクトコプンの漁獲量・操業時間・操業地先等に関する資料がなく、

ＤｅＬｕｒｙの方法による資源量の推定はできないが、資源量の経年変化を知るため

には今後．これらの資料の収集に努める必要がある。
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Ｃ施設試験

（目的）

浮遊幼生の着底を促進し、着底した稚貝の保護育成を図ると共に成貝に安定した住み

場を提供し、資源の増大を図るために試験礁を設置し、その効果を調査する。

（方法）

三宅島調査海域内のひょうたん山南湾（図１）に表１に示した試験礁を投入、設置し

た。試験礁の投入は昭和５９年７月９日に行い、水深５～６ｍに２６基．水深１０ｍに１

基を設置した。付近の底質は径５～３０Cｿ７２の小転石および小石からなり、沖側は徐々に砂

地に変わる。

投入後、試験礁の設置状況を潜水観察し、その後約３カ月経過した１０月２４日に設置

状況．海藻動物の生息状況を調査した。

図１試験礁投入位置
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表１試験礁の形状寸法と設置数

量(t） 寸 法（C77Z） 個数形式（名称）形状〃

三脚Ｂプロック

ンーナス（鉄枠礁）

同上

同上

マルチ半球ブロック

ＧＲＡⅡプロソク

クロスブロック

同上

シェイクプロック

プレコン礁

６
１
１
１
３
３
２
２
６

１
２
０
４
７

●
●
●
●
●

６
２
４
６
７
９
４
６
３
０

２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

２．４５×２．８０×１．２０

１．５×１．５×１．５

１．５×１．５×１．０

１．５×１．５×0.5

Ｊ２２０×０．７０

２．７×２．０×１．３

２０×2.0×1.0（×堵）

2.0×２０×１．５（×％）

２１×２．３×１．１

3.0×3.0×１．３２ 牙

升１基は水深１０ｍに設置

(結果）

水深５ｍ付近に設置した試験礁の投入時の配置図を図２に示した。

設置３カ月後の調査では試験礁の配置はほとんど変っていなかったか、波浪の影響を受

け、やや傾いているものや下部の一部か小石に埋もれているものがみられた。

海藻の着生状況はどの礁も同程度であり、表面に無節石灰藻類の着生かみられ、その他

にはシマオウギ・アミジグサ類・シワヤハズ・スギノリ等の芽生えがわずかに認められた。

｜戯凰参○霞砂謡○

ムワ血。Ⅲ曇Ⅷ閣
議

｜ｑ・やＰｍｏ獅鯵

。

○

９，
，１．．．」 数字は形状Ｎｏ．を示す

図２ 試験礁の配置
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動物ではヒメクポガイの生息が最も目立ち、フジツポ．トゲアシガニ．ショウジンガニ

のほか、２．３種類の巻貝類が観察されたが、試験礁底面の観察が不可能であったためフ

クトコプシの生息は確認できなかった。

魚類ではトラウツポ・ウツボ・ホンベラ・キュウセン・ソラスズメダイ．カゴカキダイ

タカノハダイ・キタマクラ・カワハギ・インダイ．ヒメジ等が観察され、礁内に生息する

魚類としてはウツボ類が最も多かった。

試験礁は設置後３カ月しか経過していないため生物はまだ貧相であり、今後継続して調

査する必要がある。
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造成に当っての基本的左考れ方

造成位置の選定理由

1．社会的、経済的条件

トコプシは、当地区の磯根資源として重要な位置を占めており、漁業資源の中でも資源

管理を十分に行なえば、最も安定した収益が確保されるものである。

当事業予定海域は．昭和５８年の噴火による溶岩流の影響を受けることもなく、三宅島

周辺で唯一残された未開発地域である。

多くの好漁場が溶岩流で失左われた今、組合員の間には、優良なトコプシ漁場の開発に

かける期待は大なるものがある。

2．物理的条件

①流況

三宅島を中心とした伊豆諸島海域は．マクロ的には黒潮の影響を強く受け．その分支

流が図１のような流動を示している。

Ⅷ

Ａ

’
フ

域

図１黒潮の分支流

また、調査海域の１２地点で行ったミクロを流況調査では図２に示すような流況パタ

ーンが明らかになった。

これから、造成海域の流れは約６時間を周期として潮汐の干満に対応した流れではな

く、或る時は北側と南側の流向が相反し、分流し、また或る時は合流して．流況パター

－８２－
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ンは３～４時間で様相を変えている。

トコプシは約３日間の浮遊幼生期間を経て底棲生活に入るため造成海域におけるこの

複雑な流況パターンは浮遊幼生の滞留に大きな影響を与えているものと思われる。

②海底地形・底質

調査海域の海底地形・底質は別添資料のとおりである。全体的には、漁場造成水深で

ある１５ｍまでは．なだらかな海底勾配を形成している。また．底質は大半が火山性の

転石と、熔岩流からなる岩礁である。

海底地形からの造成位置の選定規準は不安定要素の多い砂質帯を除外することである。

３．生物学的条件

海藻類の繁茂は、幼稚仔にとって餌料や棲息場の供給さらに害敵からの保護という点

で重要な意味がある。

三宅島は日本でも有数のテングサ産地であり、調査海域にはテングサを中心とした藻場

が多数存在している。現在海藻の生育のおもわしくない箇所も、着底基質を与えることに

より、胞子、幼生の着底をはかることが可能である。

Ｂ調査結果からみた改善点

１．「砲台南」（ライン１周辺）

フクトコプシの生息可能な転石は十分に存在するが、波浪の影響が強いため転石は丸く、

その表面に海藻はほとんど着生していない。投石等による棲み場造成の必要はないが、消

波施設を設置して波浪の影響を軽減すれば漁場価値は高まるであろう。

２．「アノウ埼南」（ライン２周辺）

隆起した岩盤と岩盤の間に転石が多く、投石等による凄み場造成の必要は認められない。

転石は丸く海藻の着生が少ないため波浪の影響が強いものと考えられる。また岩盤の起伏

か大きく急深であるために消波施設等の設置は難しいと思われる。

３．「赤場暁」（ライン３周辺）

浅所に転石がみられるだけで沖側は岩盤が発達し、フクトコプシの凄み場は少ない。浅

所への投石による凄み場造成は有効であるが．岩盤地帯への投石等は不安定で効果は少な

い。

４．「ひょうたん山斗上」（ライン４周辺）

急深で深所は砂地帯．浅所は根石・転石地帯であるか海藻はほとんど着生しておらず、

フクトコプシの生息密度も低いために、造成による効果は期待できたい。

５．「ひょうたん山南」（ライン５周辺）

－８４－
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小石・砂利・砂が主体で転石は少ない。このため、海藻の着生基盤が不安定で波浪の影

響を受けやすく、海藻の着生はほとんどみられない。投石と保護礁との組み合せ等波浪に

対する安定基盤を造成すれば効果が期待できる。

6．「逢の浜」～「サタドー岬北」（ライン６～７）

起伏のある岩盤が主体で幅の広い溝が多くある。岩盤の隆起部分には海藻の着生が多い

が、溝部分は小石となっており海藻の着生は認められない。溝部分の投石等により凄み場

を造成すれば効果は期待できる。

7．「大橋」（ライン８周辺）

浅所を除いて転石は十分に存在し海藻の着生量は多い。浅所の転石が少ない場所では投

石による棲み場造成は効果が期待できる。

8．「三池」（ライン９周辺）

転石・根石か多く海藻も十分に着生して良好な漁場となっているが、漁獲強度か高いた

め成貝群の保護が必要である。保護礁を設置すれば効果は期待できる。

9．「柱口」（ライン１０周辺）

浅所は転石・根石が多いが沖に向うにつれて砂が主体となる。砂地帯では埋没を考慮し

て多段積みの投石による棲み場造成を行えば効果が期待できる。

資料

生物分布調査生物出現表

出現地点数字１～１ｏはライン番号を示す

アルファベット゛ａ～ｄは水深を示す。

ａ：２ｍｂ：５ｍｃ：１０ｍｄ：１５ｍ

ｅｘ、５ａｂ：ライン５水深２，．５ｍに出現

１０ｃ：ライン１０水深１０ｍに出現

海藻湿重量「＋」は１１以下
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Ｃ基本的な造成方法

－９４－

項目 説明
今後改善
すべき事項

造成規模はどうして決

めたか。

対象魚種の選定はどう

したのか。

対象魚種の漁獲漁業種

類は何か、又漁業者はど

のくらいいるのか。

造成予定箇所の漁場の

行使規則等はどうなって

いるか。

対象魚種の資源状態は

どうか。

対象魚種の資源が減少

している場合はその原因

はなにか゜

三宅島において増殖可能な根付資源は、イセ

エビとトコプシである。三宅島においては、ト

コブシに対する漁業者の依存度がきわめて高い。

漁獲漁業種類一素潜りと簡易マスク式潜水

器によって操業

漁業者数－４０６人

三宅島は－島一漁協であり、別図のとおり距

岸2,000ｍに漁業権が設定されている。採捕

に関しては、都漁業調整規則による（禁漁期

9.1日～１０．３１日、体長制限４．５ｍz以下）ほ

か、三宅島漁協漁業権行使規則による（開禁日

4.1日～８．３１日、水深５．５ｍ以浅での潜水器

使用禁止等）

調査海域において水産試験場が行った枠取り

調査結果によると、トコプシの生息場である岩

盤、転石帯における生息密度は、それぞれ2.05

ケ、３．４２ケ（２×２ｍ）である｡また、平均生息

量は、９．５３１１２．７７ヲである。

上記数値をもとに岩盤、転石帯の面積

(２８９８００㎡、676,400㎡)から総資源量を推

算すると３５．２トンとなる０

三宅島全域では、昭和５８年１０月の噴火に

より、坪田地区を中心とする優良漁場が失左わ

れたため、今後５～１０年間は資源の減少傾向

が続くものと思われる。
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項目 説明
今後改善
すべき事項

予定海域の環境はどう

か。

対象魚種の生息水深及

び生態はどうなっている

のか。

対象魚種における良好

を生息環境はどのようら

６のか。

底質一当海域の８２筋が岩盤、転石帯であ

り、１８筋が砂．礫である。

潮流一調査域の流れは静止することなく常

時0.3ｍ/§ｅｃ以上の流速がみら仏短周期の流

速変動がみられる。

沿岸そい方向の平均流速は０．３～０９ｍ／Seｃ

であった。また．流況パターンは３～４時間で

著しく変化している。

最強流速は１ｍ／Sec以上に及ぶことかある。

波浪一別添資料のとおり、沖波は卓越波向

がＳＷ（約３２冊）、ＥＮＥ（約２７％）であ

る。又、波高２．５ｍ以上の波向はＥ（１冊前後）

ＳＥ、ＳＷの１１頂である。

水深、海底地形一予定海域は、別添資料の

とおり、水深１５ｍが離岸約５００ｍまで達し、

傾斜の緩やかな地形であり、ところどころに、

海底火山噴出や溶岩流によると思われる峡谷や

凹凸が見られる。

トコプンの生息水深は２０ｍ以浅であるが、

２～１０ｍが最適である。

産卵期は９月下旬～１０月下旬で、水温２５

℃前後である。

幼生は転石や岩礁上に沈着し、付着硅藻を

餌料として成長し、殼長５～６ｍｌｉｚにたると、付

着硅藻から藻類へ餌の転換が行われ、住み場

６転石等の裏へ移行する。

成長は、平均１年で殼長３．６～４ｃ７腿２年で

5.9～６．２５c7Fz、３年で７．１～７．７cm､４年で

7.9～８．９５c77zとなっている。

稚仔一産卵から約３日間の浮遊幼生期を経

て転石や岩礁に沈着するまでの間、浮遊幼生

の逸散をおさえることが可能な循環流域と、餌

料である付着硅藻の繁茂が可能な転石地帯の存

在｡

成
着底基質の造

極部的過流域

の造成
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項目 説明
今後改善
すべき事項

良好な生息環境を造成

･するためには、どのよう

を施設が必要となるか。

施設の設置は可能であ

るか。

水深帯別にはどのよう

に施設を設置するのか、

又その理由

増産計画はどうなるの

か。

成貝一住み場と餌料供給場である転石帯と

転石帯の安定を保つ平坦な海底地形の存在。

親貝一安定的に再生産を図ることか可能な

機構の存在。

餌料供給と住み場をかねる転石帯の造成←

育成場

浮遊幼生の沈着をうながす極部的過流形成機

構の造成．および幼生、稚仔の沈着機構の造成

←稚仔沈着場、過流域造成礁

別添海底地形妬のとおり．造成予定海域の水

深３～８ｍ地帯は．平坦な地形であるため、流

況や波浪を考慮しながら、安定的に自然石、各

種構造物を設置することか可能である。

水深３～８，帯に過流形成礁で囲んだ幼生

稚仔着底場（自然石）を配しその外側に育成場

（自然石）を設置しこれを囲い礁（鉄製石詰プ

ロック）で保護する。

なお、囲い礁は成貝の保護礁ともなる。

漁場全体１０，７１５K,

受益者１人当たり５２．３K，

育成礁、保護

礁の造成



Ｄ増産目標

三宅島地区を中心とする採貝、漁家の漁業所得は、昭和５７年度東京農林水産統計年報に

よると２，７２６．６千円である。

また、東京都の離島振興計画の目標年次（昭和６７年度）における三宅島地区の漁業所得

は、沿整事業（７０妬）、沿構事業（３０妬）等の施策により２０９．４千円の増加を見込み、

２，９６３千円と設定している。

当事業を実施することにより、この増加漁業所得の約５５％に当る１１５．１７千円の所得増

をうながし、採貝漁家の所得向上を図ることとする。

採貝漁家所得向上分

１１５．１７千円×２０５体＝２３，６０９千円

（増加漁業所得）（採貝藻漁家）

採貝漁業はほとんど素潜りで行なわれるため、これに要す経費は漁具・漁船の償却費等

であり、生産額の約１８．３冊である。

そのため、上記採貝漁家所得向上分を確保するのに必要な増産生産額は２７，８５９千円で

ある。

増産漁獲量＝２７，８５９千円÷２，６００円／K９（５７年平均単価）

＝１０，７１５Ｋ９

昭和５９年度、水試が調査漁場でステーションを定めて行った枠取調査で、最大１４個/〉?ｆ

＝７００了のトコブシを捕獲した。また、調査員の目視観察によると、枠取面積中、トコプ

シの住み場となる岩のキレツ・転石等は５～６割を占めている。

造成漁場の場合、自然石を密に配置するため、１，１６６牙／ｹ?'の漁獲量が期待できる。

この結果から、本事業の必要造成規模を算出すると、

必要造成規模＝１０，７１５K9÷１，１６６K9／㎡

＝９，１８９㎡

＝９，０００派

この必要造成規模９，０００㎡を造成するには、別添単価内訳表のとおり２９５，０００千円が

必要となる。

また、採貝漁家１経営体当りの増加漁業所得は１１５．１７千円である。これにより、当事

業実施後における採貝漁家１経営体当りの増加生産量・生産額は５２．３K９，１３５．９千円で

勺

ある。

－９７－
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計画前 計画後

経営体数 ２０５ ２０５

従事者数 ３１２ ３１２

漁船数 １８２ １９３

造成魚場面積 9,000㎡

増成漁場容積 ㎡

生産通 ２５，０８１Ｋ, ３５，７９６Ｋ,

生産額 ４５，５１９千円 ７３，３７８千円

増加生産量 １０、 ７１５Ｋ,

増加生産額 ２７，８５９千円

１経営体当り増加生産量 ５２．３Ｋ,

１経営体当り増加生産額 １３５．９千円
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